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酒井化学工業（株）と進出協定を結ぶ
　主に産業用プラスチック資材の製造販売を行っ
ている、酒井化学工業（株）と進出協定を結びま
した。市の新たな雇用の創出に期待がかかります。

金美齢先生による「教育の日」記念講演
　作家の金美齢先生による「次代に伝えたい 美し
い 日本の心」と題した講演会を開催しました。会
場が満員になるほどの参加者があり、学校教育や
家庭教育に関して見識を深めました。

伊東玄朴顕彰会 記念式典シンポジウム
　佐賀・神埼出身の幕末の医者・蘭学者である伊
東玄朴の業績を広く全国に発信するための顕彰会
を開催。近代西洋医学の導入と定着に大きく貢献
した偉人の生誕地として、顕彰活動に取り組むこ
とを宣言しました。

25年の主な出来事

１月
◦成人式
◦吉野ヶ里ロードレース
◦肝がん・糖尿病予防市民公開講座

２月
◦ぶんぶんテレビ無料接続事業開始
◦アサヒ十六茶のCMに「くねんニャン」が出演

３月
◦吉野ヶ里歴史公園 古代の森開園
◦日中友好文化交流の集い
◦神埼市総合計画 後期基本計画策定
◦「神埼の偉人３５」が完成

４月
◦さが桜マラソン2013

５月
◦神埼市四か条の誓いの制定
◦サイエンスカフェ in SAGA
◦脊振に木材加工施設完成

６月
◦国際リニアコライダー講演会
◦「住みよさランキング2013」九州ブロック
　 （全118都市）で６位を獲得
◦大和酒造と連携協定の締結

７月
◦美活スクール
◦吉野ヶ里メガソーラー「てるてるの森」完成
◦北部九州総体

８月
◦高校総体 神埼清明高校が全国制覇
◦酒井化学工業（株）と進出協定調印
◦王仁博士生誕地訪問

９月
◦大和酒造で神埼産の菱を使った和菱焼酎の初蒸留

10月
◦山西大学附属中学校訪日団が来訪
◦神埼町・千代田町民体育大会
◦神埼町・千代田町文化祭

11月
◦教育の日記念講演（金美齢先生）
◦脊振森の里文化フェスティバル
◦第７回元気かんざき市民交流祭
◦伊東玄朴顕彰会 設立記念式典・シンポジウム

◎問い合わせ先　神埼市役所　市長公室
　　　　　　　　☎37－0088

８月

11月

11月
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吉野ヶ里メガソーラー発電所「てるてるの
森」が完成
　約５万枚の太陽光パネルを設置しており、12メ
ガワットの電気を作ることができます。再生可能
エネルギー普及と地域発展のシンボルとなる施設
です。

「神埼の偉人35」
が完成
　神埼郷土研究会
に作成を委託して
いた「神埼の偉人
35」が完成。様々
な分野で業績を残
し、市の発展に貢
献した方たちにつ
いて記した一冊と
なっています。

神埼市四か条の
誓いを制定
　神埼市に育つ子
どもたちの規範意
識 を 高 め る こ と
で、誇りをもって
生きてもらいたい
という願いを込め
て、「神埼市四か
条の誓い」を制定
しました。

十六茶のCMに「くねんニャン」が出演
　２月から放映されているアサヒ飲料の十六茶の
CMに、佐賀県のゆるキャラを代表してくねんニャ
ンが出演。商品とともに、神埼市をPRしました。

さが桜マラソン2013を開催
　フルマラソンとしてリニューアルされた、さが
桜マラソンを開催。多くのボランティアスタッフ
のご協力のもと、約8,000人のランナーが神埼市
内を駆け抜けました。

脊振に木材加工施設が完成
　脊振町の勝陣地区に、木材加工施設が完成しま
した。４ｍの木杭を１日700本程生産することが
でき、クリーク防災事業など木材を必要とする事
業での活躍が期待されます。

５月 ２月

３月５月

７月
４月

神
埼
市
の
未
来
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が
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一
年
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トイレ洋式化の補助を実施します
　佐賀県では、みんなが暮らしやすい社会を目指してユニバーサルデザインを進
めており、洋式トイレを増やすことで誰もが安心して外出できる環境づくりに新
たに取り組みます。和式から洋式への便器の取り替えや、洋式トイレの増設等の
費用の一部を県が助成し、多くの人が利用する民間施設や公共施設のトイレの洋
式化を進めます。

○補助対象施設

　来客用トイレを設けている民間施設や公共施設
※20万円以上の工事で、１施設２スペースまで
　助成します
○募集期間　平成25年度～ 27年度
○平成25年度分の受付期間

　平成26年１月31日（金）まで

※自治公民館（集会所やコミュニティセンターも含
む）は、神埼市中央公民館（☎53－2325）で受け
付けます。

◎申込・問い合わせ先
　コールセンター　　☎25－7229
　佐賀県地域福祉課　☎25－7053

▼補助額

補助対象施設／限度額
対象工事

飲食店、物販施設、
宿泊施設など

社会福祉施設、
自治公民館

①便器取替（和式から洋式へ） 15万円 20万円

②便器取替（和式から洋式へ）＋スペース改修 30万円 40万円

③洋式トイレ増設 30万円 60万円

神埼市学校給食共同調理場　
給食甲子園で入選

千代田町内小学校に
「指導旗」を寄贈

　地元の食材を使った献立で美味しさや栄養価を競う
「第８回全国学校給食甲子園」で、神埼市学校給食共同
調理場が佐賀県代表として入選しました。
　これは食育の啓発と地産地消の奨励を目的として開催
されており、全国から毎年2000校を超える応募がありま
す。地場産物を使用し、その食材の特色を生かした献立
であるかなどを基準に選定されました。
　今後も地元産物を使用した安全な食材で、おいしく安
心して食べることのできる給食を提供できるよう、ス
タッフ一同頑張っていきます。

出品メニュー

・豆豆ごはん

・牛乳

・そうめん魚ロッケ

・のりサラダ

・アスパラ汁

・ひしぼうろ

　11月５日、児童が登下校する際に横断歩道での
事故防止に役立ててほしいと、神埼市交通安全協
会千代田支部（永沼彰支部長）から千代田町内３
小学校へ、「横断中」と書かれた指導旗が贈られ
ました。贈呈には千代田中部小学校の永渕校長が
代表して受け取られ、「児童の交通事防止に役立
てたい」と謝辞を述べられました。
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○ごみ収集の休業期間　　　12月31日（火）～１月５日（日）
○脊振クリーンセンター　
　　への直接持込休止期間　12月31日（火）～１月３日（金）
○し尿収集の休業期間　　　12月30日（月）～１月５日（日）

会　社 電話番号 予約期限
㈲蓮池衛研工業 ☎44－4111

12月13日（金）㈲三神清掃社 ☎52－3706
環整工業㈲ ☎52－2718

○動物の取扱の休業期間　･ 犬の捕獲、犬・猫の引き取り業務　12月28日（土）～１月５日（日）
◎問い合わせ先 　神埼市役所 保健環境課　☎37－0112　　脊振クリーンセンター　☎51－9010

※年末は、し尿収集業務が大変混み合います。
　予約はお早めに、「期限厳守」でお願いします。

環境業務の年末年始のお知らせ

野焼きは禁止されています
　焼却設備を用いずに廃棄物を焼却する、いわゆる「野焼き」は、廃棄物の処理及び清
掃に関する法律で、一部の例外を除き禁止されています。
　コンクリートブロックや鉄板で囲っただけといった設備による廃棄物の焼却はもちろ
んのこと、焼却の基準に適合しない焼却設備（焼却炉等）による廃棄物の焼却も禁止さ
れています。

　庭先のたき火などでも悪臭や煙害等で近隣住民へ迷惑をかける場合があり、また
火災を引き起こす可能性もあります。周辺地域への生活環境の配慮、安全という観
点から、家庭から出されるごみは野焼きをしないで「ごみ収集日」に出して処理し
てください。わずらわしいかもしれませんが、市民の皆さんのなお一層のご理解と
ご協力をお願いします。

★環境と健康を守るために
一人ひとりが地球温暖化の防止、ダイオキシン類の抑制のため、野外焼却の禁止、　
ごみの分別・減量化の推進に取り組みましょう！　また、火災の原因にもなります。

◎問い合わせ先　　神埼市役所　保健環境課　☎37－0112

夜の市長室
どんなことでも構いません。

皆さまの声をお聞かせください！

　11月の千代田支所開催分には、３人が来庁されました。

◎問い合わせ先　神埼市役所　市長公室　☎37－0088

　○今後の予定

と　き と こ ろ
12月３日（火） 脊振支所
１月７日（火） 神埼市役所

　18：00～20：00（１組30分程度）
※当日は、来庁順で受け付けを行います。
※お住まいの地区に関係なくお越しいただけます。

平成25年10月16日の
台風26号の災害に伴う
義援金を受付けます

　伊豆大島など関東地方では、台風26号の影
響で多くの被災者が出ていることから、日本
赤十字社佐賀県支部神埼市地区においても、
下記のとおり義援金の受付を行っています。

○受付場所　神埼市役所（本庁）福祉課
　　　　　　千代田支所　総合窓口課
　　　　　　脊振支所　　総合窓口課
◎問い合わせ先

　神埼市役所　福祉課　☎37－0110
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千代田町全域を「準都市計画区域」から「都市計画区域」へ変更

60

…OK

◆建ぺい率とは◆

建ぺい率を指定し､建築物の規模（建築面積）
を制限（建築基準法第53条）

【用語の説明】
・ 都市計画区域 　都市の自然的及び社会的条件、人口、土地利用などの観点から、一体の都市として総合的

に整備、開発、保全する必要がある区域として指定されるものです。（現神埼町）
・ 準都市計画区域 　都市計画区域外において、積極的な整備または開発を行う必要はないものの、そのまま

土地利用を整序し、または環境を保全するための措置を講ずることなく放置すれば、将来における一体の都市
として整備、開発および保全に支障が生じるおそれがある区域について指定されるものです。（現千代田町）

・ 建ぺい率 　敷地面積に対する建築面積の割合のことで、敷地に対してどれくらいの規模の建物が建てられ
るか、また、逆にどれくらいの空き地を確保しなければならないのか、という割合のことです。
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平成26年度 神埼市公立保育園
臨時保育士・調理員・看護師募集
○雇用登録期間：平成26年４月１日から平成27年３月31日まで

○保険

　　＊常勤臨時保育士、常勤臨時看護師、常勤臨時調理員

　　　　　・・・社会保険・雇用保険は条件適用者有・労災保険

　　＊非常勤臨時保育士、非常勤臨時調理員

　　　　　・・・労災保険・雇用保険は条件適用者有

○勤務先：ちよだ保育園・西郷保育園・仁比山保育園

業務名　※免許等 募集
人数 基本的な勤務形態 賃金

①
常勤臨時保育士
※保育士資格

35人
程度

月～土曜日７：00 ～ 19：00内での７時間30分勤務
(指定日・月22日程度勤務)　休日　（日・祝日)　

日額
7,020円

②
非常勤臨時保育士
※保育士資格

20人
程度

月～土曜日７：00 ～ 19：00内での７時間30分勤務
(指定日・週３日程度勤務)　休日　（日・祝日)

日額
7,020円

③
常勤臨時調理員
※調理師資格

５人
程度

月～土曜日８：30 ～ 16：45内での７時間30分勤務
（指定日・月22日程度勤務）　休日(日・祝日)

日額
6,200円

④
非常勤臨時調理員
※資格は必要ありま
　せん。

３人
程度

月～土曜日８：30 ～ 16：45内での７時間30分勤務
（指定日・週３日程度勤務）　休日（日・祝日）

日額
5,910円

⑤
常勤臨時看護師
※正看護師資格

３人
程度

月～土曜日７：00 ～ 19：00内での７時間30分勤務
（指定日・月22日程度勤務）　休日　（日・祝日)　　　　　

日額
7,020円

※⑤については、平成25年度に雇用されていた方で、引続き平成26年度も同保育園に応募される方に限り、
准看護師資格でも可とします。

【申込方法】
　　　佐賀職業安定所で手続き後、次の書類を神埼市役所福祉課まで提出してください。
　　　　①市販のＡ４サイズの履歴書　（顔写真貼り付け）
　　　　②資格を必要とする業務については、証明する書類等の写し
　　　　③官製はがき（返信先記入）

 【受付期間】
　　　平成25年12月16日(月)から平成26年１月10日(金)まで
　　　午前８時30分から午後５時15分まで(土、日、祝日を除く)

【選考方法】
　　　書類選考・面接

【その他】
　　　・採用人数などは変更になる場合があります。
　　　・賃金は、翌月10日払いです。
　　　・通勤手当等の支給はありません。
　　　・勤務形態は業務ごとに異なります。

◎問い合わせ先　神埼市役所　福祉課　☎37－0110

※面接日は福祉課からはがきで
　ご連絡します。
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
お
よ
び
神
埼
市
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
の
方
へ

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
の
お
知
ら
せ

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制

度
と
は
？

他
の
医
療
保
険
（
協
会
け
ん
ぽ
・
健
保
組
合
・

共
済
等
）
加
入
者
の
支
給
申
請
は
？ 

支
給
要
件
・
支
給
額
は
？

支
給
額
を
計
算
す
る
際
は
？

対
象
者
は
？

　

医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
も
の

で
、
世
帯
内
の
各
医
療
保
険
の
加
入
者
の
方

が
、
１
年
間
に
支
払
っ
た
医
療
保
険
と
介
護

保
険
の
自
己
負
担
を
合
計
し
、
基
準
額
を
超

え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た
金
額
を
支
給
す

る
も
の
で
す
。

※
医
療
費
ま
た
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
自
己

負
担
額
の
い
ず
れ
か
が
０
円
の
場
合
、
支

給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
25
年
度
に
つ
い
て
は
、
世
帯
内
の
医

療
保
険
の
加
入
者
の
方
が
、
一
年
間
（
毎
年

８
月
～
翌
年
７
月
）
に
支
払
っ
た
医
療
・
介

護
保
険
の
自
己
負
担
額
が︻
別
表
︼の
基
準
額

を
超
え
る
場
合
に
そ
の
超
え
た
額
を
支
給
し

ま
す
。

　

支
給
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、
12
月
中
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
お
知
ら
せ
が
届
い
た
場
合
、

神
埼
市
役
所 

市
民
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
平
成
24
年
８
月
か
ら
平
成
25
年
７
月
末
ま
で

の
間
に
、
次
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
申
請
の

対
象
と
な
る
旨
の
お
知
ら
せ
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

・
市
町
を
越
え
る
転
居
を
さ
れ
た
方

・
他
の
医
療
保
険
制
度
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
移
ら
れ
た
方

・
後
期
高
齢
者
医
療
の
資
格
を
喪
失
さ
れ
た
方

・
高
額
療
養
費
や
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

支
給
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ら
を

差
引
い
た
自
己
負
担
額
で
計
算
し
ま
す
。

・
同
世
帯
で
あ
っ
て
も
、
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
が
異
な
る
場
合
は
、
別
々
に
計
算

し
ま
す
。

・
70
歳
未
満
の
方
は
、
１
カ
月
に
同
一
医
療

機
関
ご
と
、
入
院
、
通
院
ご
と
、
診
療
科

ご
と
に
２
１
，
０
０
０
円
以
上
と
な
っ
た

自
己
負
担
額
の
み
合
算
対
象
と
し
ま
す
。

・
食
費
、
居
住
費
、
差
額
ベ
ッ
ト
代
な
ど
は

合
算
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・
算
定
さ
れ
た
支
給
額
が
５
０
０
円
以
下
の

場
合
、
支
給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼支給例（【別表】の所得区分Ⅱの方の場合）

※申請により差額の約29万円が支給されることとなります。

  ※１

国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
の
基
礎
と
な

る
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
が
６
０

０
万
円
を
超
え
る
世
帯 

  ※２

国
民
健
康
保
険
（
70
歳
以
上
）、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
加
入
者
で
、
医
療
費
の

負
担
割
合
が
３
割
の
人　
　
　

  ※３

世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
人
（
区

分
Ⅰ
以
外
の
人
）

  ※４

世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
で
、
そ
の

世
帯
の
各
所
得
が
必
要
経
費
・
控
除
（
年

金
所
得
は
控
除
額
80
万
円
）
を
差
し
引

い
た
と
き
に
０
円
に
な
る
人

【別表】 ◆支給額を計算する際の基準額（自己負担限度額） 
　※平成24年８月から平成25年７月末までの分を合算します。

所得区分
後期高齢者医療
＋介護保険　　 国民健康保険＋介護保険

75歳以上 70 ～ 74歳 70歳未満
上位所得者

※１ ― ― 126万円

現役並み所得者
※２ 67万円 67万円 ―

一    般 56万円 56万円 67万円

世帯全員が
市民税非課税

区分Ⅱ
※３ 31万円 31万円

34万円区分Ⅰ
※４ 19万円 19万円

　

加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険
へ
の
申
請
と

な
り
ま
す
。
そ
の
際
に
介
護
保
険
の
自
己
負
担

額
証
明
書
が
必
要
で
す
の
で
、
ま
ず
証
明
書
の

交
付
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

自
己
負
担
額
証
明
書
は
、
発
行
ま
で
に
約

１
ヶ
月
か
か
り
ま
す
。

◎
受
付
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
︻
医
療
保
険
（
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
）
に
つ
い
て
︼

　

神
埼
市
役
所　

市
民
課 

　

☎
３
７

－

０
１
１
５

　
︻
介
護
保
険
に
つ
い
て
︼

　

神
埼
市
役
所 

高
齢
障
が
い
課　

　

☎
３
７

－

０
１
１
１　
　

　

佐
賀
中
部
広
域
連
合 

給
付
課　

　

☎
４
０

－

１
１
３
４
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国民年金保険料
納付は忘れずに！

　国民年金保険料の納め忘れはありませんか？
　平成25年度の国民年金保険料額は、１ヵ月
15,040円です。納めた保険料は「社会保険料控除」
として全額控除の対象となり、税金の負担が軽減
されます。

　納付がお済みでない方は、至急お近くの金融機関またはコンビニエンスストア等で納付してください。保険料
についてご不明な点がありましたら、佐賀年金事務所までお問い合わせください。

　国民年金には、保険料納付が免除される制度や猶予される制度があります。

納付が困難だからといってそのままにせず、必ず市役所の国民年金窓口で手続

きを行ってください。

　また、失業された方は、離職票や雇用保険受給資格者証等を添付すれば、前

年の所得から失業された方の所得を除外して審査が行われる特例もありますの

で、必ずご相談ください。

　なお、保険料免除などの承認された期間は、老後に年金を受け取るための資

格期間に含まれるだけでなく、万一の時に、障害基礎年金や遺族基礎年金を受

け取る資格期間にも含まれます。

※保険料免除…3/4免除、1/2免除、１/4免除等の保険料の

一部免除は、保険料の一部を納付することにより残りの保

険料の納付が免除となる制度で、納付しなかった場合には

未納と同じ扱いとなります。

◆国民年金保険料の納付が困難なときは･･･◆

◎問い合わせ先　
　佐賀年金事務所 国民年金課 ☎31－4194
　神埼市役所 市民課 ☎37－0115
　千代田支所 総合窓口課 ☎44－3071
　脊振支所 総合窓口課  ☎59－2111

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
を

防
災
メ
ー
ル
で
配
信
し
て
い
ま
す

◦
電
話
案
内
サ
ー
ビ
ス

　

☎
５
１

－

１
２
６
０
に
電
話
を
か

け
る
と
放
送
さ
れ
た
内
容
が
確
認

で
き
ま
す
。

　

※
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。

◦
ぶ
ん
ぶ
ん
テ
レ
ビ
で
の

　

テ
ロ
ッ
プ
表
示

　

ぶ
ん
ぶ
ん
テ
レ
ビ
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
は
、
市
民
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
11
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
で
テ
ロ
ッ
プ

や
デ
ー
タ
放
送
で
の
緊
急
情
報
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦
防
災
W
E
B

　
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
の
開
設

　
（http://w

w
w
.bousai.city.

kanzaki.saga.jp

）

　

放
送
さ
れ
た
内
容
や

防
災
に
関
す
る
情
報

が
確
認
で
き
ま
す
。

防
災
メ
ー
ル
登
録
方
法

︻
登
録
方
法　

そ
の
１
︼

携
帯
電
話
に
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

機
能
が
あ
る
場
合
は
左
側
の
「
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
」
か
ら
ア

ク
セ
ス
し
、
案
内

に
従
い
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

　︻
登
録
方
法　

そ
の
２
︼

左
記
へ
ア
ク
セ
ス
し
、
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.b
o
u
sa
i.c
ity.

kanzaki.saga.jp/m
ail/pub/

　

返
信
メ
ー
ル
が
受
信
で
き
な
い
時

は
、
着
信
拒
否
の
設
定
﹃
ド
メ
イ
ン
指

定
受
信
﹄（bousai.city.kanzaki.

saga.jp

）
の
確
認
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。﹃
ド
メ
イ
ン
指
定
受
信
﹄
の

設
定
方
法
は
各
端
末
会
社
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

神
埼
市
役
所　

防
災
危
機
管
理
課

　

☎
３
７

－

０
１
０
４

避
難
勧
告
や
避
難
指
示
な
ど
の
緊
急
情
報
や
行
政
情
報
を

防
災
メ
ー
ル
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

携
帯
電
話
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
事
前
に
登
録
し
て
い

た
だ
く
と
緊
急
情
報
等
を
メ
ー
ル
で
配
信
し
ま
す
。
防
災
メ
ー
ル
以
外
に
３

つ
の
方
法
で
放
送
内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。

※
登
録
方
法
は
、「
防
災
メ
ー
ル
登
録

　

方
法
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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健診内容

注　意

日時・場所

持って来るもの

健診の受診票がない場合

国民健康保険特定健診 及び 後期高齢者健診
（集団健診）の追加開催のお知らせ

　国民健康保険特定健診と後期高齢者健診の集団健診を開催します。平成25年度の集団健診または
個別健診をまだ受診されていなかった方は、ぜひこの機会をご利用ください。なくてはならない健
康。健康を保つためにも１年に１回、健診を受けることをお勧めします。
　※集団健診とは、神埼市住民総合健診の会場で受ける健診です。
　※個別健診とは、病院等で受ける健診です。

　項　　目 対象者 内　　　容 自己負担金額

神埼市国保
特定健診

　40歳～受診当日74歳
身体計測・尿検査・血圧
測定・診察・血液検査

1,000円

後期高齢者
健　診

・受診当日75歳以上の方
・65 ～ 74歳で一定の障がいにより
　後期高齢者医療保険に加入した方

身体計測・尿検査・血圧
測定・診察・血液検査

無　料

今回の健診で各種がん検診は実施しません。

☆期　　日☆　　平成26年1月16日（木）
☆受付時間☆　　８：30 ～ 10：00
☆場　　所☆　　千代田町保健センター

○健診受診票　　○健康手帳（お持ちの方）　　○自己負担金

○特定健診を受ける方は、被保険者証（保険証）

○後期高齢者健診を受ける方は、受診券・被保険者証（保険証）

○健診会場内の「総合問診」にてご相談ください。

○事前に発行することもできますので、お問い合わせください。

◎問い合わせ先　　　神埼市役所　市民課　　☎37－0115

＊受診票は、必ず記入を済ませてください。
　問診に時間がかかり、他の方のご迷惑にもなりますのでご協力ください。

◆受診前に注意すること◆
　健診前日の飲酒や当日の朝食は控えてください。

　血液検査の空腹時血糖値の測定には、10時間以上の絶食が必要です。

　糖分を含まない水・白湯は飲んでもかまいません。
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住まいの事なら 小さなことでも
　　　　　気軽にご相談ください！

水もれ・つまり・温水器修理
建具・サッシ修理・大工工事
床鳴り・床張り替え
防虫害鳥対策・シロアリ・塗装
クロス・ハウスクリーニング
ペット用造作・リフォーム
★住宅メンテナンス診断士資格有

ボランティア価格！

ほんとに何でもやってます

住まいの便利屋

司法書士　すえなが総合事務所
℡0952－52－2079（神埼サピエより南に100ｍ）

相談して良かった・頼んで良かった
相続・遺言・不動産登記・商業、法人登記
成年後見・借金問題（相談室あります・秘密厳守）

料金の見積り等も、気軽にお尋ね下さい

司法書士　末永博義・井上智史

営業時間　午前８：00～午後６：00
時間外も、電話予約OK

有
料
広
告

有
料
広
告

経済産業省・佐賀県・神埼市

乳がん検診のお知らせ 要予約
　現在、神埼市では、平成26年１月に実施する乳がん検診の予約を受け付けています。

　２年に１回の受診をお勧めしていますので、昨年、今年と乳がん検診を受けてい

ない方は、この機会にぜひ受診してください。

※乳がん検診は、精度管理のため１日あたりの人数に制限があります。

　定員になり次第、締め切らせていただきますのでご了承ください。（先着50人）

※すでに予約をされている方には、事前に受診票を送付します。

○検　診　日　　平成26年１月16日（木）、17日（金）
○受 付 時 間　　８：30 ～ 10：00

○場　　　所　　千代田町保健センター　

○対　　　象　　（平成26年3月31日現在）40歳以上の女性
　　　　　　　　（S48．4．1以前にお生まれの方）

○自己負担額　　40歳代1,500円　　50歳以上1,000円

　◎予約・問い合わせ先

　　神埼市役所　保健環境課

　　（神埼町保健センター）

　　☎51－1234

12月4日から10日まで

人権週間
　世界人権宣言が採択された翌年の昭和24年から、毎年12月10日の人
権デーを最終日とする１週間を人権週間と定め、人権尊重思想の普
及高揚のため啓発活動が行われています。
　生命の尊さ・大切さや、自己がかけがえのない存在であると同時
に他人もかけがえのない存在であること、他人との共生・共感の大
切さを真に実感し、｢思いやりの心｣ と ｢かけがえのない命｣ を大切
にすることを考えてみましょう。
　神埼市では、人権擁護委員による人権相談を各庁舎で実施してい
ます。詳しい日程は、「市報かんざき」の相談ページ（39Ｐ）でご確
認ください。相談は無料で秘密は守られます。人権擁護委員は、法
務大臣から委嘱されており、日頃から地域の中で人権擁護に関する
活動を積極的に行われています。

　　人権による相談は、下記でも受け付けています。
　　○佐賀地方法務局　☎26－2148
　　○子どもの人権１１０番　☎0120－007－110
　　○女性の人権ホットライン　☎0570－070－810
　　○インターネットによる相談　http://www.moj.go.jp

◎問い合わせ先　神埼市役所　市長公室　☎37－0088

平成25年
工業統計調査
を実施します
　工業統計調査は我が国の工業の実
態を明らかにすることを目的とした
統計法に基づく報告義務がある重要
な統計です。

　調査結果は中小企業
施策や地域振興などの
基礎資料として利活用
されます。
　調査時点は平成25年
12月31日です。
　調査票へのご回答を
お願いします。

◎問い合わせ先
　神埼市役所　市長公室　☎37－0102

工業統計キャラクター・コウちゃん
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「救急の日」記念式典講演より

万が一に備えよう 救急疾患とその対処法
　９月９日は「救急の日」と定められ、この日を中心に救急医療についての普及啓発活動が全国的に行われ
ています。神埼市郡でも９月７日、吉野ヶ里町中央公民館で救急の日記念式典・神埼市郡医師会市民公開講
座が開催され、神埼市郡医師会の３名の医師による救急に関しての講演が行われました。
　事故や突然の病気の現場に立ち会ったとき、救急疾患や蘇生法についての知識があれば、一人でも多くの
命を救うことにつながります。自分や家族、地域のために救急疾患への理解を深めていただくため、７日の
講演の内容をご紹介します。

① 

―
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
―
　

　
　
　
心
肺
蘇
生
法
の
重
要
性

神
埼
市
郡
医
師
会
長（
福
嶋
内
科
医
院
）　
福
嶋
和
文 

先
生

１
．
応
急
手
当
と
心
肺
蘇
生
法

　

私
達
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
突
然

の
け
が
や
病
気
に
お
そ
わ
れ
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
に
、
家

庭
や
職
場
で
出
来
る
手
当
を
、
応
急

手
当
と
言
い
ま
す
。
病
院
に
行
く
ま

で
に
応
急
手
当
を
す
る
こ
と
で
、
け

が
や
病
気
の
悪
化
を
防
ぐ
事
が
出
来

ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
最
も
重
篤
で

緊
急
を
要
す
る
事
態
は
、
突
然
の
心

肺
停
止
、
つ
ま
り
心
臓
と
呼
吸
が
止

ま
っ
た
場
合
で
す
。
心
肺
停
止
は
、

心
筋
梗
塞
（
心
臓
の
病
気
）
や
脳
卒

中
（
脳
の
病
気
）
に
よ
り
、
何
の
前

触
れ
も
な
く
起
こ
り
ま
す
。
ま
た
、

プ
ー
ル
で
溺
れ
た
り
、
気
道
異
物

（
餅
や
ピ
ー
ナ
ツ
を
喉
に
詰
ま
ら
せ

る
）
で
窒
息
し
た
り
、
あ
る
い
は
外

傷
で
大
出
血
し
た
時
も
、
何
の
手
当

て
も
し
な
け
れ
ば
、
や
が
て
心
肺
停

止
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
心
肺

停
止
の
傷
病
者
を
救
う
た
め
に
、
そ

ば
に
居
合
わ
せ
た
人
が
出
来
る
救
命

処
置
（
応
急
手
当
）
が
心
肺
蘇
生
法

で
す
。
心
肺
蘇
生
法
は
、
胸
骨
圧
迫

（
以
前
は
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
表
現
）

と
人
工
呼
吸
に
よ
る
心
肺
蘇
生
、
ま

た
A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

が
含
ま
れ
、
誰
で
も
す
ぐ
に
行
え
る
処

置
で
す
。
心
肺
停
止
と
い
う
危
機
的
状

況
に
対
し
、
周
囲
の
人
達
の
迅
速
な
心

肺
蘇
生
法
の
開
始
が
、
心
肺
停
止
の
傷

病
者
の
そ
の
後
の
経
過
と
社
会
復
帰
に

極
め
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

２
．
心
肺
蘇
生
と
救
命
率

（
図
１
：
ド
リ
ン
カ
ー
の
救
命
曲
線
）

　

救
命
率
は
、
図
１
か
ら
判
り
ま
す

よ
う
に
、
２
分
以
内
に
心
肺
蘇
生

が
開
始
さ
れ
た
場
合
は
90
％
程
度
で

す
が
、
４
分
で
は
50
％
、
５
分
で
は

25
％
と
時
間
経
過
に
比
例
し
て
低
く

な
り
、
10
分
間
放
置
さ
れ
る
と
救
命

は
絶
望
的
で
す
。
つ
ま
り
、
命
を
救

う
チ
ャ
ン
ス
は
10
分
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
救
急
車
の
救
急
救
命
士
が
到
着

す
る
ま
で
に
全
国
平
均
で
８
分
か
か

る
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
救
急
車
の

到
着
を
待
っ
て
い
て
は
、
傷
病
者
を

救
命
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
ま

た
、
脳
に
は
酸
素
を
蓄
え
る
能
力
が

無
く
、
心
肺
停
止
後
３
～
４
分
で
低

酸
素
に
よ
る
不
可
逆
的
な
状
態
（
脳

死
）
が
始
ま
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

一
刻
も
早
く
脳
に
新
鮮
な
酸
素
を
送

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
心
肺
蘇
生
の

開
始
が
遅
れ
る
と
、
仮
に
救
命
す
る

こ
と
が
出
来
て
も
、
傷
病
者
を
元
の

社
会
生
活
が
出
来
る
ま
で
回
復
さ
せ

る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
す
。
救
急

隊
到
着
ま
で
の
空
白
の
時
間
に
、
現

場
に
居
合
わ
せ
た
人
（
あ
な
た
）
が

心
肺
蘇
生
法
を
迅
速
に
開
始
す
る

か
ど
う
か
が
、
傷
病
者
の
救
命
率
と

社
会
復
帰
率
を
大
き
く
左
右
し
ま

す
。
そ
れ
で
は
、
心
肺
停
止
と
い
う

一
秒
を
争
う
緊
急
事
態
に
遭
遇
し
た

時
、
私
達
は
ど
の
よ
う
に
行
動
す
べ

き
で
し
ょ
う
か
？
J
R
C
（
日
本

版
）
一
次
救
命
処
置
（
成
人
）
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
２
０
１
０
に
沿
っ
て
、
心

肺
蘇
生
法
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
き

ま
す
。

３
．
心
肺
蘇
生
法
の
流
れ

（
図
２
：
日
本
医
師
会
・
心
肺
蘇
生

法
2
0
1
3
年
制
作
）

①
状
況
の
確
認

　

二
次
災
害
を
防
ぐ
た
め
、
ま
ず
周

囲
の
安
全
を
確
認
し
ま
す
。

②
意
識
の
確
認
（
図
２

－

１
）

　

近
く
に
寄
っ
て
、
意
識
の
有
無

100

50

97
90

75

50

25

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
呼吸停止からの時間（分）

救
え
る
確
率
（
％
）

ドリンカー曲線（救命曲線）

＊図は呼吸が停止した場合（呼吸停止後数分で心
停止する）、心肺蘇生法を早く開始すればするほ
ど蘇生する割合が高くなり、遅ければ遅いほど
死亡する割合が高くなることを示しています。

▼図１　ドリンカーの救命曲線
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を
確
認
し
ま
す
。
肩
を
叩
き
な
が

ら
、
相
手
の
耳
元
で
「
大
丈
夫
で
す

か
!?
」
と
呼
び
か
け
ま
す
。
ま
た
、

証
明
書
類
な
ど
か
ら
名
前
が
判
っ
て

い
る
場
合
に
は
、「
○
○
さ
ん
、
大

丈
夫
で
す
か
!?
」
と
い
う
よ
う
に
す

る
と
よ
り
効
果
的
で
す
。

③
速
や
か
に
応
援
を
呼
ぶ（
図
２

－

１
）

　

意
識
が
無
い
場
合
に
は
周
囲
の
人

に
「
１
１
９
番
に
電
話
し
て
救
急
車

を
呼
ん
で
下
さ
い
！
」
と
声
を
か
け

救
急
車
を
呼
ん
で
も
ら
い
、
可
能
で

あ
れ
ば
A
E
D
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
を
手
配
し
て
も
ら
い
ま
す
。

大
声
で
、
出
来
る
だ
け
多
く
の
人
を

呼
ん
で
下
さ
い
。

④
呼
吸
の
確
認
（
図
２

－

１
）

　

見
た
範
囲
で
規
則
的
で
正
常
な

呼
吸
を
し
て
い
る
か
を
確
認
し
ま

す
（
正
常
な
ら
５
秒
に
１
回
程
度
呼

吸
を
し
て
い
る
）。
判
断
出
来
な
い

場
合
、
不
自
然
な
呼
吸
、
ま
た
は
10

秒
以
内
に
確
認
で
き
な
け
れ
ば
「
呼

吸
な
し
」
と
し
て
扱
い
ま
す
。
不
自

然
な
呼
吸
、
例
え
ば
“
し
ゃ
く
り
上

げ
る
様
な
ゆ
っ
く
り
と
し
た
不
自
然

な
呼
吸
（
あ
え
ぎ
呼
吸
）”
は
死
戦

期
呼
吸
と
言
い
、
心
停
止
（
心
室
細

動
）
直
後
数
分
の
間
に
約
半
数
の
人

に
起
こ
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
呼
吸
あ

り
」
と
安
心
し
て
し
ま
う
と
救
命
の

チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
て
し
ま
い
ま
す
。

実
は
、
死
戦
期
呼
吸
が
残
っ
て
い
る

こ
と
は
心
肺
停
止
か
ら
間
も
な
い
サ

イ
ン
で
あ
り
、救
命
の
チ
ャ
ン
ス
で
、

迅
速
な
心
肺
蘇
生
法
の
開
始
に
よ
り

救
命
率
が
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
従
っ
て
「
呼
吸
な
し
」
は
広

め
に
と
っ
て
よ
く
、
自
信
が
無
け
れ

ば
１
１
９
番
に
呼
吸
の
状
態
を
伝
え

判
断
し
て
も
ら
い
ま
す
。

⑤
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）

　
（
図
２

－

２
）

　

胸
骨
圧
迫
は
、
動
か
な
い
心
臓
に

代
わ
っ
て
全
身
の
臓
器
に
血
液
（
酸

素
）
を
送
り
込
み
、
臓
器
が
酸
素
不

足
で
機
能
し
な
く
な
る
の
を
防
ぐ
重

要
な
救
命
方
法
で
す
。

　

胸
の
真
ん
中
（
胸
骨
の
下
半
分
）

に
手
の
付
け
根
を
置
き
両
手
を
重
ね

て
、
肘
を
真
っ
直
ぐ
伸
ば
し
、
１
０

０
回
/
分
以
上
の
速
さ
で
胸
が
少
な

く
と
も
５
㎝
以
上
沈
む
よ
う
に
、
リ

ズ
ミ
カ
ル
に
強
く
圧
迫
を
繰
り
返
し

ま
す
。
胸
が
常
に
圧
迫
さ
れ
た
状
態

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
元
の
高
さ
ま

で
圧
迫
を
解
除
し
ま
す
。
途
中
で
中

止
す
る
と
生
存
率
は
そ
の
分
低
下
し

ま
す
の
で
、
救
急
隊
到
着
ま
で
継
続

す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。「
強

く
・
速
く
・
絶
え
間
な
く
！
」
を
維

持
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
の
で
、
周

囲
の
人
と
適
宜
交
替
し
て
継
続
し
て

下
さ
い
。

⑥
気
道
確
保
（
図
２

－

３
）

　

人
工
呼
吸
は
難
し
い
処
置
で
す
の

で
、
訓
練
を
受
け
て
い
な
い
市
民
救

助
者
は
必
ず
し
も
、
行
う
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

方
法
は
、
仰
向
け
に
寝
か
せ
た
状

態
で
片
方
の
手
で
額
を
押
さ
え
、
も

う
片
方
の
人
差
し
指
と
中
指
で
顎
を

上
に
持
ち
上
げ
ま
す
。
こ
の
時
口
の

中
に
異
物
が
あ
っ
て
取
れ
る
時
は
除

去
し
ま
す
。取
れ
そ
う
も
な
い
時
は
、

無
理
に
取
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

⑦
人
口
呼
吸
（
図
２

－

３
）

　

訓
練
を
受
け
て
い
な
い
市
民
救
助

者
は
必
ず
し
も
、
行
う
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

方
法
は
、
鼻
を
押
さ
え
て
胸
部
が

膨
ら
む
よ
う
息
を
約
１
秒
吹
き
込
み

ま
す
。
こ
の
際
、
感
染
症
防
止
の
観

点
か
ら
、
専
用
の
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ス
ク

等
を
傷
病
者
の
口
に
取
り
付
け
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
口
呼
吸
を
行
う
間
隔
は
、
胸
骨
圧

迫
30
回
毎
に
２
回
が
目
安
。た
だ
し
、

こ
の
た
め
の
胸
骨
圧
迫
の
中
断
は
10

秒
以
内
と
し
ま
す
。
人
工
呼
吸
が
で

き
な
い
場
合
や
た
め
ら
わ
れ
る
場
合

は
、胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）

だ
け
を
続
け
て
下
さ
い
。

⑧
A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

に
よ
る
除
細
動
（
図
２

－

４
、図
３
）

A
E
D
が
到
着
し
た
ら
迅
速
に
使
用

し
ま
す
。
体
が
濡
れ
て
い
れ
ば
、
拭

き
取
り
ま
す
。
そ
し
て
、
電
極
パ
ッ

▼図２　心肺蘇生法の手順（2013年日本医師会制作）
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ド
を
胸
部
に
貼
り
ま
す
。
A
E
D
は

心
停
止
の
原
因
と
な
っ
た
心
室
細

動
（
心
筋
が
痙
攣
し
て
い
る
状
態

で
、
ポ
ン
プ
作
用
が
な
く
血
液
を
送

れ
な
い
＝
心
停
止
の
状
態
）
と
い
う

不
整
脈
を
電
気
シ
ョ
ッ
ク
で
治
療

す
る
機
械
で
す
。
電
源
を
入
れ
る
と

機
械
か
ら
自
動
的
に
手
順
の
説
明
が

始
ま
り
ま
す
の
で
、
後
は
、
音
声
ガ

イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
操
作
を
す
る
の

み
で
す
。
心
室
細
動
を
感
知
し
た
場

合
、自
動
的
に
充
電
さ
れ
ま
す
の
で
、

誰
も
傷
病
者
に
触
っ
て
な
い
こ
と
を

確
認
の
上
、
通
電
ボ
タ
ン
を
押
し
ま

す
。
心
電
図
の
解
析
は
２
分
毎
に
自

動
的
に
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
途
中
で

パ
ッ
ド
を
剥
が
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
A
E
D
は
不
整
脈（
心
室
細
動
）

を
治
療
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
が
心

臓
を
動
か
す
訳
で
は
な
い
の
で
、
除

細
動
の
指
示
が
な
い
場
合
は
、
引
き

続
き
心
肺
蘇
生
を
行
い
ま
す
。
救
急

隊
到
着
ま
で
、
心
肺
蘇
生
を
継
続
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

４
．
最
後
に

　

我
が
国
で
は
年
間
５
～
６
万
人
の

方
が
、
心
血
管
系
疾
患
で
突
然
死
し

て
い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
心
臓
突
然
死
の
お
よ
そ
７
割

は
自
宅
で
起
こ
る
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
突
然
の

事
態
が
発
生
し
て
も
、
素
早
く
心
肺

蘇
生
法
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
日

頃
か
ら
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
も
し
、
結
果
的
に
心
肺
停

止
で
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
胸
骨
圧

迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
が
問
題
に

な
る
こ
と
は
非
常
に
少
な
い
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
救
命
の
連
鎖
（
リ

レ
ー
）
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
あ
な
た
が
勇
気
を
出
し
て

心
肺
蘇
生
を
開
始
し
、
命
の
リ
レ
ー

を
救
急
救
命
士
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が

何
よ
り
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
覚
え

て
お
い
て
下
さ
い
。

電源ボタンを押す
機種もあります。

▼図3　AED（自動体外式除細動器；Automated External Defi brillator）

▼60歳以上の熱中症患者発症場所

＊AED は、心室細動（心筋が痙攣し
て心臓が震えている状態。心臓のポ
ンプ作用は無く、血液を送れない状
態⇒心停止の状態で、放置すれば死
亡します）の際に機械が自動的に解
析を行い、必要に応じて電気ショッ
ク（除細動）を与え、心臓の働きを
戻す救命器具です。

② 

熱
中
症
に
つ
い
て

神
埼
市
郡
医
師
会
理
事（
神
埼
病
院
）　
橋
本
峰
一 

先
生

　

熱
中
症
は
高
温
・
高
湿
の
環
境
下

に
お
い
て
、
体
内
の
水
分
や
塩
分
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
体
温
調
節
が
機
能

し
な
く
な
る
障
害
の
総
称
で
す
。
10

代
後
半
～
50
代
は
屋
外
で
の
発
症
率

が
高
い
で
す
が
、
60
代
以
上
の
方
は

自
宅
で
の
発
症
率
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
高
齢
者
の
方
が
熱
中
症
に
な

り
や
す
い
の
は
、
体
温
調
節
能
力
の

低
下
、
エ
ア
コ
ン
を
使
用
し
な
い
、

ト
イ
レ
の
回
数
を
減
ら
そ
う
と
水
分

摂
取
を
控
え
る
等
の
習
慣
を
持
つ
方

が
多
く
、
自
宅
で
安
静
に
し
て
い
て

も
熱
中
症
発
症
の
危
険
性
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

熱
中
症
が
疑
わ
れ
た
場
合
の
応
急

処
置
と
し
て
は
、
涼
し
い
場
所
へ
移

動
し
、
衣
類
を
緩
め
、
濡
れ
タ
オ
ル

を
あ
て
て
扇
ぐ
な
ど
し
て
体
を
冷
や

し
て
下
さ
い
。
冷
や
す
場
所
は
太
い

血
管
の
あ
る
脇
の
下
、
首
、
足
の
付

け
根
、
股
の
間
が
効
果
的
で
す
。
口

か
ら
の
摂
取
が
可
能
で
あ
れ
ば
水
分

と
塩
分
を
補
給
し
て
下
さ
い
。
最
近

で
は
飲
む
点
滴
（
O
S

－

１
）
も
あ

り
ま
す
。
熱
中
症
に
対
し
て
の
認
識

と
、日
頃
か
ら
の
予
防
が
大
切
で
す
。
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③ 
耳
鼻
咽
喉
科
で
み
る
救
急
疾
患

神
埼
市
郡
医
師
会
会
員（
み
つ
ま
す
耳
鼻
咽
喉
科
）　
光
増
高
夫 

先
生

　

皆
さ
ん
は
「
耳
鼻
咽
喉
科
の
救
急

疾
患
」
と
聞
い
て
ど
の
よ
う
な
病
気

を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
。
耳

鼻
咽
喉
科
で
も
急
い
で
治
療
を
行
う

必
要
の
あ
る
病
気
が
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
。
今
日
は
、
そ
の
う
ち
で
、
頻

度
や
重
症
度
の
高
い
疾
患
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。

　

初
め
は
、
耳
に
関
連
し
た
疾
患
と

し
て
「
め
ま
い
」
に
つ
い
て
で
す
。

耳
は
外
耳
、
中
耳
、
内
耳
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、「
め
ま
い
」

は
内
耳
の
異
常
に
よ
っ
て
お
こ
り
ま

す
。
内
耳
の
異
常
に
よ
っ
て
お
こ
る

め
ま
い
は
、
周
り
が
グ
ル
グ
ル
回
る
感

じ
の
「
回
転
性
め
ま
い
」
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
す
。
内
耳
の
め
ま
い
で
、も
っ

と
も
有
名
な
の
は「
メ
ニ
エ
ー
ル
病
」

で
す
が
、
実
際
に
は
そ
れ
ほ
ど
多
い

病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
も

多
い
め
ま
い
は
「
良
性
発
作
性
頭
位

め
ま
い
」
で
す
。
寝
返
り
を
う
っ
た

り
、
上
を
向
い
た
と
き
な
ど
に
グ
ル

グ
ル
と
目
が
回
り
ま
す
。
め
ま
い
は

１
分
以
内
に
治
ま
り
ま
す
。
内
耳
の

め
ま
い
で
最
も
め
ま
い
が
激
し
く
て

持
続
時
間
も
長
い
の
が
「
前
庭
神
経

炎
」
で
す
。
数
週
間
も
ひ
ど
い
め
ま

い
が
続
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

　

メ
ニ
エ
ー
ル
病
や
前
庭
神
経
炎
で

め
ま
い
が
激
し
い
と
き
に
は
、
早
め

に
病
院
を
受
診
し
て
点
滴
な
ど
の
治

療
を
受
け
る
と
、
め
ま
い
に
よ
る
苦

痛
を
和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

め
ま
い
で
注
意
が
必
要
な
の
は
脳

の
病
気
に
よ
る
め
ま
い
で
す
。
脳

梗
塞
や
脳
出
血
な
ど
の
脳
の
異
常
で

も
、
グ
ル
グ
ル
回
る
よ
う
な
め
ま
い

が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
小
脳

梗
塞
や
小
脳
出
血
は
、
比
較
的
若
い

人
に
も
起
こ
り
ま
す
。
脳
が
原
因
の

め
ま
い
で
は
、口
や
手
足
の
し
び
れ
、

麻
痺
、
ま
っ
す
ぐ
立
て
な
い
な
ど
の

症
状
が
め
ま
い
と
と
も
に
起
こ
る
こ

と
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
一
つ

で
も
あ
る
と
き
は
、
す
ぐ
に
脳
神
経

外
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　　

次
に
鼻
の
疾
患
で
す
。
鼻
で
救
急

を
要
す
る
疾
患
の
代
表
は「
鼻
出
血
」

で
し
ょ
う
。多
く
の
鼻
出
血
は
、キ
ー

ゼ
ル
バ
ッ
ハ
と
呼
ば
れ
る
部
位
か
ら

の
出
血
で
す
（
図
１
）。
キ
ー
ゼ
ル

バ
ッ
ハ
部
位
は
鼻
の
穴
の
近
く
に
あ

る
た
め
、
止
血
は
簡
単
で
す
。
う
つ

む
い
て
、
鼻
の
や
わ
ら
か
い
部
分
：

尾
翼
（
こ
ば
な
）
を
つ
ま
む
よ
う
に

す
れ
ば
、
キ
ー
ゼ
ル
バ
ッ
ハ
部
位
を

圧
迫
す
る
こ
と
に
な
り
止
血
で
き
ま

す
（
図
２
）。
上
を
向
い
て
、
の
ど

に
流
れ
て
き
た
血
液
を
飲
み
込
ん
で

は
い
け
ま
せ
ん
。
尾
翼
を
５
分
間
ほ

ど
つ
ま
ん
で
も
止
血
し
な
い
と
き
は

鼻
の
奥
の
方
か
ら
の
出
血
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
は
、
耳
鼻

咽
喉
科
か
救
急
病
院
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　

最
後
は
、
の
ど
の
病
気
で
す
。
皆

さ
ん
は
「
急き

ゅ
う

性せ
い

喉こ
う

頭と
う

蓋が
い

炎え
ん

」
と
い
う

病
名
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
急
性

喉
頭
蓋
炎
は
呼
吸
困
難
が
急
速
に
進

み
、
数
時
間

で
窒
息
す
る

こ
と
も
あ
る

大
変
怖
い
病

気
で
す
。
で

は
、
急
性
喉

頭
蓋
炎
が
ど

の
よ
う
な
病

気
か
に
つ
い

て
説
明
し
ま

す
。
喉
頭
に

は
、
飲
み
込

ん
だ
飲
食
物

が
気
管
に
入

ら
な
い
よ
う
に
す
る
蓋ふ

た

「
喉
頭
蓋
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
喉
頭
蓋
に
細
菌

が
感
染
し
、
そ
こ
が
腫
れ
る
病
気
で

す
。
喉
頭
蓋
が
腫
れ
る
と
、
口
か
ら

吸
い
込
ん
だ
空
気
が
ス
ム
ー
ズ
に
気

管
へ
入
ら
な
く
な
り
ま
す
（
図
３
）。

　

急
性
喉
頭
蓋
炎
は
、
は
じ
め
は
風

邪
の
症
状
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
の
ど

の
痛
み
や
、
も
の
を
飲
み
込
む
時
の

痛
み
が
起
こ
り
ま

す
。
多
く
は
発
熱
を

伴
い
ま
す
。
痛
み
は

時
間
と
と
も
に
強
く

な
り
、
唾
液
も
飲
み

込
め
な
く
な
っ
て
き

て
、
よ
だ
れ
を
垂
ら

す
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
声
に
も

変
化
が
出
ま
す
。
こ

も
っ
た
様
な
、
は
っ

キーゼルバッハ部位

▼図１　キーゼルバッハ部位

き
り
し
な
い
声
に
な
り
ま
す
。
こ
の

時
口
の
中
か
ら
の
ど
を
見
て
も
、
そ

れ
ほ
ど
赤
か
っ
た
り
、
腫
れ
た
り
し

て
い
る
よ
う
に
は
見
え
ま
せ
ん
。
腫

れ
て
い
る
の
は
も
っ
と
奥
の
方
だ
か

ら
で
す
。

　

重
症
な
時
は
、
こ
の
あ
と
数
時
間

で
呼
吸
困
難
に
お
ち
い
り
ま
す
。朝
、

元
気
だ
っ
た
青
年
が
、
夕
方
に
は
変

わ
り
果
て
た
姿
に
な
る
こ
と
も
年
間

数
例
み
ら
れ
ま
す
。

　

唾
液
が
飲
み
込
め
な
い
よ
う
な
の

ど
の
痛
み
が
あ
る
と
き
は
、
す
ぐ
に

耳
鼻
咽
喉
科
を
受
診
す
る
。
の
ど
が

痛
く
て
、
少
し
で
も
息
苦
し
さ
を
感

じ
る
と
き
に
は
、
救
急
車
を
呼
ぶ
。

こ
れ
が
喉
頭
蓋
炎
で
命
を
失
う
危
険

性
を
少
な
く
す
る
方
法
で
す
。「
た

か
が
の
ど
の
痛
み
」
と
油
断
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

▼図３　腫れた喉頭蓋

▼図２
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 ２　単純糖質に注意！

 ３　食事のリズム・時間と量の大切さ

 ４　１日の塩分摂取量は男性９ｇ未満、女性7.5ｇ未満です

　単純糖質とは吸収の早い糖質で、これが多く含まれる食品は血糖値が上がりやすくなります。
　果物、ジュース、菓子類（砂糖）、酒・ビールに多く含まれています。
　インスリンの出方が悪くなると、単純糖質の食品を多くとることによって血液は高血糖状態になります。糖尿病
の食品交換表では、果物の中の糖も吸収が早いので80kcal厳守となっています。
　〈例〉果物80kcalの目安 → りんご 中1/2、みかん 中２個、バナナ 中１本

・たくさんの量を食べると、インスリンは一気にたくさん分泌しなくてはなりません。そうなると血液の中は
高インスリン状態になり、いろいろないたずらをします。腎臓から尿酸や塩分の排泄を
阻害します。

・夜遅く食べると、エネルギーとして使われません。その結果肝臓にたまったり（肝脂肪）、
脂肪組織にたまり肥満になります。

・ただし、腎臓が悪くなっている場合と高血圧の場合は、６ｇ未満です。
・糖尿病学会では、尿蛋白が1日１ｇ以上（おおよそ尿蛋白（＋＋））出ている場合は６ｇ未満です。
　〈食べ物に含まれる塩分量の例〉
　　　味噌汁150ml →塩分1.4g　　梅干し13g →塩分2.2g　　高菜漬け30g →塩分0.5g
　　　しょうゆラーメン →塩分8.1g（スープを1/3残す→5.8g、1/2残す→4.6g）

糖尿病は血管を痛めてしまう病気です。進行すると様々な合併症を引き起こします。
上記の４つのポイントを実践して、糖尿病などの生活習慣病から血管を守りましょう！
＊市報かんざき10月号にも糖尿病の関連記事を掲載していますので、ご覧ください。

◎問い合わせ先　神埼市役所　保健環境課（神埼町保健センター）　☎51－1234

有
料
広
告

有
料
広
告
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糖尿病を予防するために
　市報10月号で「まさか私が…糖尿病!?」と題して、糖尿病の症状、診断基準、合併症の危険性な
どについて掲載しました。今回は、糖尿病にならないためには日常生活でどのようなことに気をつけ
ればいいか、その予防法についてご紹介します。

　インスリンは体の中で唯一、血糖値を下げてくれるホルモンです。
　すい臓でつくられ、肝臓や筋肉細胞、脂肪細胞へと送り出されて糖を処理します。
　在庫は通常１週間分（７mg）ですので、無駄使いすると在庫がなくなってしまいます。また、インスリンの生産
能力には個人差があります。

★インスリンを大切に!!

すい臓
インスリン工場

在庫はふつう１週間分

生産能力には個人差がある。
※インスリンをたくさん使う人は
在庫が少なく→疲労→生産量の低下

= インスリン
=糖（炭水化物）

《インスリンは鍵の役目！》
・肝臓の鍵をインスリンがあけると、肝臓の中に糖が貯蔵されます。
・筋肉細胞の鍵をインスリンがあけると、筋肉細胞で糖が消費されます。
・脂肪細胞の鍵をインスリンがあけると、脂肪細胞の中に糖が入り込みます。

・ナテグリニド
　（速効性インスリン
　　分泌促進剤）

インスリン血　糖

（資料　セミナー生活習慣病）

・ゆっくり食事する
・食物繊維を十分に摂取
・糖類分解酵素阻害剤

血糖上昇とインスリン上昇のタイミングを接近させる

 １　食物繊維を1日25ｇ以上とる
・食物繊維は高脂血、高血糖の場合にも、食品中の
脂肪や糖質の吸収を遅らせてくれます。

・糖質の吸収が遅れることによってインスリン
が一度にたくさん出なくてもよくなり、結果
的には血糖とインスリン量の山が一致します。

＊野菜には食物繊維が豊富に含まれています。
１日350ｇを目標に積極的に野菜を取りま
しょう！

＊350gの目安は、生野菜の場合は両手にいっぱ
いを３回、加熱した野菜の場合は片手にいっ
ぱいを３回です。これで、１日に必要な食物
繊維の約40％を摂ることができます。

予防のためのポイント

有
料
広
告

有
料
広
告
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日や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
を
祭
神
と
し
て
、貞
観
15

年
（
８
７
３
年
）に
従
五
位
下
の
神

位
に
叙
せ
ら
れ
た
古
社
で
、櫛
田
宮
・

高
志
神
社
と
と
も
に
櫛
田
三
所
大
明

神
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。白
角
折
は
、

日
本
武
尊
が
熊く

ま

襲そ

征
伐
の
際
に
、こ

の
地
よ
り
的
に
向
か
っ
て
矢
を
射
た
と

い
う
伝
説
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
境

内
に
は
幹

回
り
が
約

14
㍍
、
樹

高
が
約
20

㍍
、
樹
齢

約
１
０
０

０
年
と
推

定
さ
れ
る

楠
の
巨
木

が
あ
り
、佐
賀
県
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

仁
比
山
・
朝
日
地
区
に
は
、寺
社

や
旧
邸
・
旧
宅
な
ど
有
形
の
歴
史
的
・

文
化
的
遺
産
が
多
数
あ
り
ま
す
。ま

た
先
人
か
ら
の
伝
承
芸
能
や
言
い
伝

え
な
ど
の
無
形
遺
産
も
数
多
く
残
さ

れ
て
お
り
、大
変
興
味
を
そ
そ
ら
れ

る
地
域
で
す
。こ
れ
ら
の
遺
産
を
大

事
に
守
り
、絶
え
る
こ
と
な
く
次
の

世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
感
じ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
役
所　

政
策
推
進
室

　

☎
３
７

－

０
１
２
１

上
し
、
天

皇
の「
仁
」

と
比
叡
山

の
「
比
」

を
合
せ
て

仁
比
山
の

勅
号
を

賜
っ
た
と

い
わ
れ
て

い
ま
す
。

12
年
ご
と
の
申さ

る

の
年
に
は
、
４
月
の

初
申
の
日
か
ら
13
日
間
、
大お

御ん

田だ

舞ま
い

が
奉
納
さ
れ
て
お
り
、
佐
賀
県
の
重

要
民
俗
無
形
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
車
を
利
用
し
た
産
業

　

仁
比
山
神
社
か
ら
参
道
を
下
っ
て

県
道
を
南
に
約
１
㌔
進
む
と
、
城

原
川
か
ら
の
水
を
利
用
し
た
水
車
が

復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
区
に

は
江
戸
時
代
か
ら
大
正
時
代
に
か
け

て
、
最
盛
期
に
は
60
基
の
水
車
が
並

び
製
粉
や
製
材
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
水
路
に

沿
っ
て
歩
く
と
水
車
が
設
置
さ
れ
て

い
た
跡
が
残
さ
れ
て
お
り
、
当
時
を

し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

興
味
を
そ
そ
る
白
角
折
神
社

　

水
車
の
里
か
ら
西
方
に
向
か
い
城

原
川
を
渡
っ
て
約
４
０
０
㍍
進
む

と
、杉
や
ひ
の
き
に
包
ま
れ
た
白お

角し

折と
り

神
社
が
あ
り
ま
す
。こ
の
神
社
は

 ⑪

「
仁
比
山
・朝
日
地
区
」の
巻

歴
史
が
あ
ふ
れ
る
仁
比
山

　

仁
比
山
地
区
は
脊
振
山
系
の
麓

で
、
城
原
川
の
東
岸
に
位
置
し
、
県

道
21
号
線
が
南
北
に
通
っ
て
い
ま

す
。
県
道
の
東
側
に
は
仁に

比い

山や
ま

神じ
ん

社じ
ゃ

の
参
道
が
あ
り
、
入
口
に
は
鳥
居
と

仁に

王お
う

門も
ん

が
建
っ
て
い
ま
す
。
仁
王
門

に
は
、
金こ

ん

剛ご
う

力り
き

士し

像ぞ
う

が
２
体
安
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
像
は
鎌
倉
時
代
の
製

作
と
推
定
さ
れ
、
高
さ
が
約
３
㍍
あ

り
、
県
内
で
は
最
古
・
最
大
で
、
神

埼
市
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

参
道
の
坂
道
を
約
１
０
０
㍍
上
る

と
、
右
手
に
は
伊い

東と
う

玄げ
ん

朴ぼ
く

の
旧
宅
が

あ
り
、
現
在
は
佐
賀
県
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
玄
朴
は
幕
末
の
蘭

方
医
で
、
シ
ー
ボ
ル
ト
に
学
び
、
漢

方
医
学
か

ら
蘭
方
・

西
洋
医
学

へ
と
変
わ

る
重
要
な

役
割
を
果

た
し
ま
し

た
。
江
戸

で
は
「
お

▲

白
角
折
神
社

▲九年庵

▲

仁
比
山
神
社

▲金剛力士像

玉
ヶ
池
種
痘
所
」
を
設
立
し
て
種
痘

を
広
め
、
予
防
医
学
を
勧
め
る
と
と

も
に
、人
材
育
成
に
も
努
め
ま
し
た
。

同
種
痘
所
は
、
そ
の
後
「
西
洋
医
学

所
」
と
な
り
、
現
在
の
東
京
大
学
医

学
部
の
前
身
と
な
り
ま
し
た
。

　

伊
東
玄
朴
旧
宅
か
ら
約
２
０
０
㍍

上
る
と
、
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
て

い
る
九く

年ね
ん

庵あ
ん

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は

明
治
時
代
の
実
業
家
で
あ
る
伊い

丹た
み

弥や

太た

郎ろ
う

の
別
邸
で
、
数
寄
屋
造
り
の
建

物
と
、
庭
園
に
は
ツ
ツ
ジ
や
モ
ミ
ジ

な
ど
の
樹
木
、
40
種
の
苔こ

け

が
あ
り
ま

す
。
九
年
庵
と
は
、
今
は
あ
り
ま
せ

ん
が
14
坪
の
茶
室
を
指
し
、
こ
の
庭

園
が
９
年
の
歳
月
を
か
け
て
築
造
さ

れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
す
。

同
庵
は
、
毎
年
、
春
と
秋
に
公
開
さ

れ
て
お
り
、
春
は
庭
内
の
樹
木
や
苔

の
新
緑
が
ま
ぶ
し
く
、
秋
は
モ
ミ
ジ

の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
別
世
界
を
思

わ
せ
る
よ
う
な
美
し
さ
を
演
出
、
多

く
の
人
が
見
物
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

21八天神社八天神社

肥前国安国寺肥前国安国寺

白角折神社白角折神社

水車の里水車の里

仁比山公園仁比山公園

仁比山神社仁比山神社

仁王門・金剛力士像（仁王像）仁王門・金剛力士像（仁王像）

地蔵院地蔵院

九年庵九年庵

伊東玄朴旧宅伊東玄朴旧宅

城原川城原川

長崎自動車道長崎自動車道

歴史と自然が息づく
　仁比山・朝日地区
歴史と自然が息づく
　仁比山・朝日地区

　

九
年
庵
の
す
ぐ
隣
に
は
仁
比
山
神

社
が
あ
り
、
祭
神
は
大お

お

山や
ま

昨い
く
の

神か
み

で
、

地
元
で
は
「
山さ

ん

王の
う

さ
ん
」
と
呼
ば
れ

て
、
山
の
神
、
農
業
の
神
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
神
社
は
天
平
元

年
（
７
２
９
年
）
に
松ま

つ

尾お

明み
ょ
う

神じ
ん

を
勧

請
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
承
和
10
年

（
８
４
３
年
）
に
比
叡
山
日
吉
山
王

社
を
分
霊
し
合
祀
し
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
仁
比
山
の
い
わ
れ
は
、
承

和
11
年
（
８
４
４
年
）
に
慈
覚
大
師

が
土
中
か
ら
「
日ひ

吉よ
し

宮ぐ
う

」
と
書
か
れ

た
額
を
掘
り
出
し
て
仁
明
天
皇
に
奏
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神埼市の歴史文化遺産を活かしたまちづくりに取り組んでいます政策推進室

から

伊東玄朴顕彰会が設立されました

松本市長が顕彰活動宣言

映像上映とシンポジウム

記念講演

　佐賀・神埼出身の幕末の医者・蘭学者である伊東玄朴の業績を広く全国
に発信するため伊東玄朴顕彰会が、11月17日に設立され、同日、設立を記
念した式典・記念講演・シンポジウムが開催されました。式典には、伊東
玄朴のご子孫、国会議員をはじめとする来賓の方々、市民の皆さまや遠く
は福岡県・長崎県・熊本県などからも含め約400人が来場され、盛会のう
ちに開催されました。

　顕彰会会長には松本茂幸市長が就任し、あいさつでは、我が国近代
西洋医学の導入と定着に大きな業績を持つ伊東玄朴を生誕地神埼の偉
人としてだけでなく、全国の関係者・関係機関にまで広がる顕彰活動
に取組む、新たな出発の日とするとの顕彰活動宣言を行いました。

　記念講演後、佐賀大学と共同制作した伊東玄朴の業績を紹介する「近
代西洋医学の父　伊東玄朴」と題する映像を、上映しました。
　記念事業の最後に、伊東玄朴の業績をどのように全国に広めていくか、
まちづくりにどのように活かしていくのかを考える「伊東玄朴の業績を
讃えて－偉人の顕彰とまちづくり－」のテーマによりシンポジウムが行
われました。伊東玄朴のご子孫で元昭和天皇侍医の伊東貞三氏・順天堂
大学名誉教授酒井シヅ氏・顕彰会会長の松本神埼市長３人のパネリスト
とコーディネーター佐賀大学教授青木歳幸氏により進められ、参加者か
らも多くの意見や質問が出て熱心な議論が行われました。最後に「顕彰
活動は、継続的にやり続けることが大切」とのまとめの意見がありました。
＊伊東玄朴顕彰に関するお問合わせは、神埼市役所政策推進室内
　伊東玄朴顕彰会事務局へ　☎37－0121

　式典に続き、順天堂大学名
誉教授　酒井シヅ氏による

「玄朴が拓いた道」と題した
記念講演が行われ、伊東玄朴
が漢方医全盛の時代に蘭方医
として近代西洋医学の導入と
定着の先頭に立ってきり拓い
たこと、牛痘種法の導入とお
玉ヶ池種痘所の設立を行い天
然痘の治療・予防に尽力した

ことなど、伊東玄朴が日本の医学史上に果たした役割と業績について講演
いただきました。

▲来場の会場のみなさま

▲ご臨席いただいた伊東玄朴ご子孫のみなさま

▲伊東玄朴を讃えて－偉人の顕彰とまちづ
　くり－をテーマとしたシンポジウム

▲伊東玄朴顕彰会会長松本茂幸市長あいさつ

▲順天堂大学名誉教授酒井シヅ氏による記念講演
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＊
家
庭
生
活
の
充
実
＊

　

家
族
を
構
成
し
て
い
る
個
人
が
お
互
い
尊

重
し
、
協
力
し
合
う
こ
と
で
、
家
族
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
強
く
な
り
ま
す
。
仕
事
と

家
庭
の
両
立
支
援
の
環
境
が
整
い
、
男
性
の

家
庭
へ
の
参
画
も
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
子
育

て
や
教
育
に
も
参
加
で
き
ま
す
。

＊
職
場
に
活
気
＊

　

女
性
の
政
策
方
針
決
定
へ
の
参
画
が
進
み

多
様
な
人
材
が
活
躍
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経

済
活
動
の
創
造
性
が
増
し
、
生
産
性
が
向
上

し
ま
す
。
働
き
方
の
多
様
化
が
進
み
男
女
と

も
働
き
や
す
い
職
場
環
境
が
確
保
さ
れ
る
こ

と
で
、
個
人
の
能
力
を
発
揮
で
き
ま
す
。

＊
地
域
力
の
向
上
＊

　

男
女
共
に
主
体
的
に
地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
に
参
画
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
︱
が
強
化
で
き
ま
す
。
地

域
の
活
性
化
、
暮
ら
し
の
改
善
、
子
供
た
ち

が
伸
び
や
か
に
育
つ
環
境
が
整
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
仕
事
、
家
庭
、
地
域
生
活
な

ど
、
多
様
な
活
動
を
自
ら
の
希
望
に
沿
っ
た

形
で
展
開
で
き
、
一
人
ひ
と
り
の
人
生
が
豊

か
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
画

〜
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
〜

有
料
広
告

有
料
広
告

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

　
　﹁
男
性
も
女
性
も
、
意
欲
に
応
じ
て
、

　
　
　
　
　
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
で
き
る
社
会
﹂
で
す

男
の
料
理
教
室

男
性
来
た
れ
！

料
理
は
日
々
の
暮
ら
し
を
豊

か
に
し
ま
す
。

健
康
あ
っ
て
の
家
庭
料
理
。

あ
な
た
も
料
理
教
室
へ
！

・
と
き

　

平
成
26
年
２
月
１
日
（
土
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
０
時
半
ま
で

・
と
こ
ろ　

神
埼
市
中
央
公
民
館

・
募
集
人
数　

30
人

・
参
加
費　

3
0
0
円
（
主
に
材
料
費
）

・
募
集
締
切
日　

平
成
26
年
１
月
15
日
（
水
）

・
持
参
す
る
も
の　

　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
な
ど

・
講
師　

　

神
埼
市
食
生
活
改
善

　

推
進
協
議
会

　

大
井
ト
シ
子
さ
ん
他

・
主
催

　

神
埼
市
男
女
共
同

　

参
画
推
進
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
、
神
埼
市

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

山
邊　

☎
５
９

－

2
8
4
4

　

廣
瀧　

☎
５
２

－

2
5
0
8

　

佐
藤　

☎
４
４

－

2
9
2
5

　

神
埼
市
役
所　

市
長
公
室　

☎
３
７

－

0
0
8
8

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
て

　
～
す
べ
て
の
人
が

　
　
自
分
ら
し
く
輝
く
た
め
に
～



郷土の先人たちの志と功績をご存知ですか

神埼の偉人 紹介します ③
　神埼市郷土研究会が昨年度に出版した「神埼の偉人35」。神埼の名を広め、社会貢献し
た偉人たちの功績を市民の皆さんに広く知っていただくため、市報でもご紹介していま
す。（掲載文は冊子の文章を参考に再編集したものです）

矯
風
会
を
組
織
、﹁
法
螺
貝
﹂を
吹
い
て
早
起
き
喚
起

脊
振
村
長
と
し
て
全
国
有
数
の
村
有
林
を
も
つ
村
づ
く
り

志し

波わ 

六ろ
く

郎ろ
う

助す
け

徳と
く

川が
わ 

権ご
ん

七し
ち

嘉
永
元
年（
１
８
４
８
）

　

～
昭
和
５
年（
１
９
３
０
）

脊
振
村
広
滝 

生
ま
れ

安
政
２
年（
１
８
５
５
）

　

～
大
正
13
年（
１
９
２
４
）

脊
振
村
久
保
山
伊
福　

生
ま
れ

　

志
波
六
郎
助
は
、
早
く
か
ら
社
会

の
思
想
善
導
に
意
を
注
ぎ
、
そ
の
た
め
に
は
教
育
の
力
に
よ
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
と
、
明
治
８
年
、
他
村
に
先
駆
け
脊
振
村
民
を
説
い
て
小
学

校
を
設
け
、
当
時
の
小
学
校
読
本
に
あ
っ
た
「
１
人
の
賢け

ん

愚ぐ

は
学
ぶ

と
学
ば
ざ
る
と
に
あ
り
」
と
就
学
の
奨
励
に
努
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
有
志
と
協
力
し
て
青
年
矯き

ょ
う

風ふ
う

会か
い

を
組
織
し
、
良り

ょ
う

風ふ
う

美び

俗ぞ
く

の
高
揚
を
図
り
、
殖
産
興
業
に
精
魂
を
つ
く
し
ま
し
た
。

　

明
治
31
年
以
降
19
年
に
わ
た
り
、
毎
年
秋
の
彼
岸
か
ら
翌
年
の
春

の
彼
岸
ま
で
毎
朝
未
明
に
起
床
し
て
広
滝
の
中
央
に
あ
る
廓か

く

然ぜ
ん

山ざ
ん

に

登
り
、
寒
風
や
風
雪
、
雨
に
耐
え
な
が
ら
法ほ

螺ら

貝が
い

を
吹
き
鳴
ら
し
て
、
村

の
青
年
に
質
実
勤
勉
の
気
風
を
吹
き
込
み
、
早
起
き
を
奨
励
し
ま
し
た
。

　

村
の
基
本
財
政
造
成
の
た
め
、
植
林
事
業
に
献
身
す
る
な
ど
、
社
会
公

共
の
た
め
に
ほ
と
ん
ど
一
生
を
犠
牲
に
し
ま
し
た
。
翁
が
愛
用
し
た
杖
の

手
許
に
は
、
小
鎌
が
し
つ
ら
え
て
あ
り
、
山
路
を
歩
く
と
き
も
、
こ
れ
で

か
ら
ん
だ
藤
か
ず
ら
な
ど
を
切
っ
て
育
成
を
図
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

佐
賀
県
知
事
の
表
彰
を
は
じ
め
、
大
正
13
年
１
月
に
は
宮
内
省
か

ら
、
社
会
事
業
功
労
者
と
し
て
銀
盃
及
び
金
弐
百
円
を
下か

賜し

さ
れ
、

昭
和
３
年
11
月
に
は
、
文
部
省
か
ら
社
会
教
育
功
労
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。「
世せ

話わ

御ご

苦く

労ろ
う

助す
け

」
と
綽あ

だ

名な

さ
れ
て
、
そ
の
名
は
全

国
に
知
ら
れ
ま
し
た
。

　

彼
の
一
貫
し
た
考
え
は
、
村
経
済
の
発
展
と
村
民
生
活
の
安
定
で
し
た
。

　

六
郎
助
の
業
績
を
列
挙
す
る
と
、
換
金
副
業
収
入
を
図
っ
た
、
養

蚕
、
製
紙
、
製
ろ
う
、
製
茶

の
復
興
と
技
術
の
導
入
、
く

ず
澱で

ん

粉ぷ
ん

の
改
良
、
長
期
的
展

望
に
た
っ
た
植
林
事
業
、
教

育
と
生
活
改
善
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

徳
川
権
七
は
徳
川
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま

し
た
。
当
時
の
脊
振
村
は
山
深
く
、
こ
れ
と
い
っ
た
産
業
も
な
い
貧
乏
な
山
村
で

し
た
が
、
権
七
は
村
民
力
を
合
わ
せ
て
山
を
豊
か
に
し
よ
う
と
、
村
会
議
員
な
ど

を
経
て
県
会
議
員
と
な
り
、村
の
発
展
を
検
討
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
権
七
は
、

造
林
事
業
の
必
要
性
を
村
民
に
力
説
し
て
廻
り
、
明
治
36
年
３
月
、
村
内
６
０
０

戸
の
戸
主
を
集
め
、
国
有
林
３
，
０
０
０
町
歩
の
特
別
払
下
げ
の
計
画
を
説
明
し
、

「
１
０
０
年
の
大
計
」
と
し
て
50
ヶ
年
継
続
の
植
林
の
大
構
想
に
つ
い
て
理
解
を

求
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の
村
民
は
国
有
林
の
草
を
田
畑
の
肥
料
や
家
畜
の

飼
料
に
利
用
し
て
い
た
た
め
計
画
に
は
賛
成
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
権
七
は
強
く

説
得
し
、
ど
う
に
か
戸
主
会
の
承
認
を
得
る
に
至
り
ま
す
。

　

明
治
37
年
に
は
49
歳
で
脊
振
村
長
に
選
任
さ
れ
、
面
積
２
，
９
０
０
町
歩
の
官

有
林
の
払
い
下
げ
に
成
功
し
大
造
林
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
払
下
げ
代

金
の
調
達
は
、
銀
行
か
ら
25
年
間
の
年
払
い
に
て
借
り
入
れ
、
村
民
に
は
こ
の
間
、

仕
事
に
励
み
節
約
を
提
唱
し
貯
蓄
を
す
る
た
め
の
規
約
を
作
成
し
、
働
く
時
間
を

延
長
し
て
各
家
に
毎
月
10
銭
以
上
の
郵
便
貯
金
を
励
行
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ

の
貯
金
を
返
済
資
金
と
し
て
寄
付
さ
せ
、収
穫
期
に
は
玄
米
寄
付
を
募
集
し
た
り
、

村
民
か
ら
無
利
子
で
借
り
入
れ
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
を
つ
く
し
て
土
地
代
金
の

支
払
い
に
充
て
ま
し
た
。
権
七
は
、
無
類
の
押
し
と
政
治
力
、
計
画
性
、
決
断
力

を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
質
実
勤
勉
」「
忍

耐
強
さ
」「
人
情
味
の
厚
い
」
村
民
性
に
助
け
ら
れ
て

植
林
事
業
は
進
め
ら
れ
、
木
材
生
産
に
よ
る
財
産
収
入

は
高
く
な
り
、
一
時
は
村
民
税
を
廃
止
す
る
ま
で
に
村

の
財
政
は
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
正
３
年
、
権
七
は
村
の
発
展
と
子
ど
も
達
の
人
材

育
成
を
祈
念
し
て
、
高
さ
６
メ
ー
ト
ル
、
幅
１
・
３
メ
ー

ト
ル
の
花
崗
岩
を
、
村
民
６
０
０
人
で
切
り
出
し
、
運

搬
、
建
立
。「
日
本
一
の
脊
振
小
の
石
の
門
」
を
完
成

さ
せ
、権
七
の
志
は
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

▲六郎助が愛用した法螺貝

▲脊振小　日本一の石の門

※
「
神
埼
の
偉
人
35
」
は
市
立
図
書
館
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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神埼市子育て支援
センターだより

　市では「神埼市子育て支援センタ－事業」を通じ、子育て支援、
遊びの場の提供、育児相談などに取り組んでいます。神埼市内に
お住まいの子育て中の親子であればどなたでも参加できます。ま
た、里帰り中の親子も参加できます。
 (対象児：生後6か月からの未就園児)

＊　ひ　だ　ま　り　の　会　＊
と　　き 対象年齢 内　　　容 ところ 申込締切日

12月

5日（木）

10:00 ～　　
　　11:30

全年齢児 おはなしな～に

千代田町保健センター

参加を希望される方は
必ず３日前までにお申
し込みください。
※電話可
月～金曜日（祝日を除く）
9：00 ～ 16：00

12日（木） 0，1歳児 リズム遊び
19日（木） 2歳以上児 リズム遊び
25日（水） 全年齢児 クリスマス会

１月
9日（木） 2歳以上児 おもちゃ作り

15日（水） 0，1歳児 おもちゃ作り

※予約者多数の場合、お断りする場合があります。

　◎問い合わせ先
　　神埼市子育て支援センター
　　（千代田町保健センター内）
　　☎44－4908

《子育て相談》
子育てについて迷ったり・・・誰でもありますよね。電話や窓口
などで受け付けています。どなたでも気軽にご相談ください。
○とき　月～金曜日（祝日を除く）９：00 ～ 16：00

＊　12月のママサロン　＊
と　　き 対　象 内　　容 ところ

12月10日（火） 10:00 ～ 11:30 ママ ママクッキング 千代田町保健センター

5日（木）・・・マザーグースさんに
よる楽しい読み聞かせですよ。その
後は、身長体重測定をします。

3B体操協会の先生による、リズム遊びです。
12日（木）・・・0，1歳児さん（バスタオルをお持ちください）
19日（木）・・・2歳以上児さんの対象です。
　              ～動きやすい服装でおいでください～

クリスマス用のワンプレートを作ります。出来上がったら一緒に食べようね♡材料を切るはさみ・
小さい抜き型・エプロン・三角巾・箸・スプーン・お茶をお持ちください。アレルギー対応食では
ありません。託児をします。12月2日（月）から予約開始。15人まで。くわしくは、予約時にお尋
ねください！時間厳守で参加をお願いします。

25日（水）・・・楽しいクリスマス会にしましょ

う！　サンタのおじさんが来てくれるといい

なあ～☆

小さいオーナメントを作りま

すので、時間厳守でお集まり

ください。

☆9月26日 ｢運動会」の風景☆ ☆10月3日「スキンシップ遊び」の風景☆

あと、少しでゴールなのに...なかなかゴール出来ないの。
ハイハイレースやアンパンマンに変身してゲームをした
よ。踊りはママも一緒に踊って楽しかったなぁ♡

朝は涼しかったけど、ママと遊んでいたらだん
だん暑くなってきちゃった。今日は、いっぱい
遊んでもらってとっても楽しかったよ。終わる
ころにはみんなもうとうと・すやすや…おやす
みなさい。
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◆地元産の特産品や新鮮野菜などを販売しています　～納入会員募集中！～
物産館情報

物産所名 営業時間 問い合わせ先

吉野ヶ里
遊・学・館

９：00 ～ 17：00
（定休日：毎週水曜日）

吉野ヶ里　遊・学・館
（神埼駅北口）☎53－8587
神埼市役所　商工観光課
☎37－0107

高取山公園
わんぱく館

９：00 ～ 17：00
（休園日：第2・4水曜日）

高取山公園　わんぱく館
☎51－9020

菱の里ちよだ ９：00 ～ 16：00
（営業日：木・金・土曜日）

菱の里ちよだ　☎44－6092
神埼市役所　農政水産課分室
☎44－2198

吉野ヶ里　遊・学・館　～ 12月の「野菜の日」～

高取山公園「わんぱく館」

◆８日（日）9：00 ～
　「葛湯」のおふるまい　（先着50人）
◆19日（木）9：00 ～
　「お楽しみ抽選会」（先着60人）
　抽選で採れたて新鮮野菜などをプレゼント
○手作りお惣菜販売中！
○新規会員（出品者）を募集しています。
○毎月第１土曜日開催の「櫛田の市」に出店
　販売しています。
○神埼麺やその他特産品の地方発送もしてい ます。　
※年末は30日(月)午前中まで営業します。

神埼麺やその他特産品の地方発送もしてい ます。　

「くねんワン」
「くねんニャン」の
ゆるキャラグッズ

販売中!!

ミニ門松作り体験イベント
　オリジナル門松作り体験イベントへ
の参加者を募集しています。

○と　き　12月23日（祝・月）　
　　　　　10:00 ～ 12:00
○料　金　たて型　　　1,500円
　　　　　よこ型（小）2,000円
　　　　　よこ型（大）2,500円
※作業のしやすい服装、軍手、剪定は

さみをご用意ください。
◎申込受付　高取山公園　☎51－9020
○受付時間　9：00 ～ 16：00
　12月９日（月）から予約開始
　（当日受付可）
※年末年始の営業日
　年末　12月29日（日）午後５時まで
　年始　１月４日（土）午前9時から初売り

地域・家庭・学校支援コーディネーター

“おむすびチーム”からのお知らせ
　子育てや家庭教育に関する相談にのったり、親子で参加する様々な取り組みや
講座などの学習機会、地域の情報などを提供し、家庭教育を応援するチームです。

月 日（曜） 内　　　容 場　　所

12月

９日（月） ほっとサロン
（10:30 ～ 14:30）

神埼市中央公民館
１階和室

15日（日） 吉村春生先生を囲んで座談会
（10:00 ～ 11:30）

神埼市中央公民館
１階和室

16日（月） ほっとサロン X’mas 会
（10:30 ～ 14:30）

千代田保健センター
保健指導室

※詳細は、「おむすび12月号」をご覧ください。
※「おむすび12月号」は神埼市中央公民館、脊振公民館、　神埼市千代田支所、保健センター等に置いています。

◎問い合わせ先　神埼市教育委員会おむすびチーム　☎44－2731（内線222）

「学校支援ボランティア」を
 はじめてみませんか
　神埼市では、学校でお手伝いをしてく

ださるボランティアを募集しています。

活動の内容は様々ですが、「できるとき

に、無理なく楽しく！」。都合が悪いと

きは、もちろん断られて構いません。気

軽にお電話ください。お待ちしています。

友だちの家や実家に立ち寄る感
じで、お気軽にどうぞ！

うちの子、ちょっとここが心配
…など心に思ったことを話して
みませんか。

予約が必要です。詳しくは「お
むすび12月号」をごらんくだ
さい。

私にも何かできる
ことがあるかも！

かわいい孫のため
に協力しよう！

母校のために
やってみよう
かな・・・！
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物産販売ブースに
もたくさんの買い

物客

消防士のヘルメット姿、かっこいいよ 白バイに乗って「ピース！」

無料の「卵つかみどり」コーナーには長い行列

神埼産佐賀牛販売コーナーは今年も大人気

歌声とトークで市民を魅了した大泉逸郎さん

よかね神埼市民総踊りでは会場いっぱいに踊りの輪

獣電戦隊キョウリュウジャーのショー

ＪＡの「楽しみんさい」との共催でにぎわう会場

クリークから掘り上げたレンコンも好評

市長から抽選会の賞品を受け取る当選者

市民でにぎわう食事・休憩コーナー

ちびっ子に人気の「くねんワン」と「くねんニャン」

もち投げにもたくさんの市民が参加
カラオケチャンピオン決定戦の表彰式
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11
月
９
日
、
第
７
回
元
気
か
ん
ざ

き
市
民
交
流
祭
が
、
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼

中
央
支
所
駐
車
場
を
メ
イ
ン
会
場
に

開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
市
民
が
イ

ベ
ン
ト
や
地
元
の
味
を
満
喫
し
、
秋

の
一
日
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

　
市
民
交
流
祭
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
は
﹁
神
埼
秋
の
収
穫
祭
﹂。
今
回

は
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区
の
農
業
ま
つ

り
﹁
楽
し
み
ん
さ
い
﹂
も
同
時
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
神
埼
、千
代
田
、

脊
振
３
町
の
鍋
料
理
を
は
じ
め
、農
協
、

市
内
直
売
所
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど

特
色
あ
る
ブ
ー
ス
が
並
び
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
各

ブ
ー
ス
や
休
憩
コ
ー
ナ
ー
は
ふ
る

さ
と
の
味
を
求
め
、
楽
し
む
人
た
ち

で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
卵
つ

か
み
ど
り
や
神
埼
産
佐
賀
牛
の
販
売

コ
ー
ナ
ー
に
は
長
い
列
が
で
き
る
人

気
ぶ
り
で
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
子
ど
も
た
ち
に
人

気
の
﹁
獣
電
戦
隊
キ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ

ジ
ャ
ー
﹂
の
シ
ョ
ー
や
神
埼
中
吹
奏

楽
部
の
演
奏
、
山
本
譲
一
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
、
カ
ラ
オ
ケ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

決
定
戦
、
西
九
州
大
学
に
よ
る
ク
イ

ズ
イ
ベ
ン
ト
、
神
埼
物
産
大
抽
選
会

な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
市
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
で

は
人
気
歌
手
・
大
泉
逸
郎
さ
ん
の
歌

謡
シ
ョ
ー
が
２
回
に
わ
た
り
開
催
。

大
ヒ
ッ
ト
曲
﹁
孫
﹂
を
は
じ
め
﹁
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
﹂
な
ど
の
持
ち
歌
や
民

謡
を
楽
し
い
ト
ー
ク
や
ギ
タ
ー
演
奏

を
交
え
な
が
ら
披
露
、
訪
れ
た
人
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー
前
で
は
子

ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
し

た
。
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
や
ふ
わ
ふ
わ
エ
ア
遊

具
を
楽
し
み
、﹁
は
た
ら
く
車
両
展

示
﹂
で
は
消
防
車
、
パ
ト
カ
ー
、
白

バ
イ
な
ど
に
も
乗
る
こ
と
が
で
き
、

子
ど
も
た
ち
は
満
足
そ
う
で
し
た
。

　
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
﹁
よ
か
ね
神

埼
市
民
総
踊
り
﹂。
会
場
い
っ
ぱ
い

踊
り
の
輪
が
広
が
り
、
フ
ィ
ナ
ー
レ

は
五
穀
豊
穣
祈
願
の
も
ち
投
げ
。
商

品
が
当
た
る
く
じ
付
き
と
あ
っ
て
最

後
ま
で
大
勢
の

人
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

元
気
か
ん
ざ
き
市
民
交
流
祭

秋
の
一
日
を
満
喫

獣電戦隊キョウリュウジャーと一緒に記念撮影

神埼中吹奏楽部は「あまちゃん」のテーマ曲など演奏

東日本大震災復興支援のバザーも開催 山本譲一さん、今回も熱唱

保健センター駐車場ではミニＳＬの運行

人権擁護ＰＲのキャラクター「人ＫＥＮあゆみ
ちゃん」と「人ＫＥＮまもる君」も参加

記
事
に
つ
い
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
読
み
込
む
と
、
Ｆ
Ｍ
佐
賀
で
収
録
さ
れ
た
内
容
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

［42分８秒から］
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市の代表として活躍！　第66回県民体育大会

スポーツで市に貢献　神埼市スポーツ賞キャップアートで夢のコラボ

　10月19日、20日、唐津市・伊万里市・有田町・玄海
町で第66回県民体育大会（佐賀県・佐賀県教育委員会
等主催）が行われました。
　神埼市を代表して、17競技30種別に約360人が参加。
チームメイトの声援を受けて、選手ははつらつとしたプ
レーで会場を湧かせ、とても見応えのある試合を繰り広
げました。なお、今年の総合順位（市の部）は昨年より
一つ順位を上げ、６位でした。

▼各種目の競技結果（敬称略）

○優　勝　　剣道一般男子Ａ

○準優勝　　バスケットボール一般男子、軟式野球一般男子Ａ、ソフトボール一般男子Ｂ、剣道一般男子Ｂ

○３　位　　卓球一般男子Ａ、卓球一般女子Ａ、軟式野球一般男子Ｂ、ソフトボール一般男子Ａ、

　　　　　　ゲートボール一般男女混成Ｃ

▼個人入賞者（敬称略）

○優　勝　　松永 正則（水泳競技、50 ～ 59歳　25ｍ自由形、

　　　　　　　　　　　　　　　　 50 ～ 59歳　25ｍバタフライ）

　　　　　　重松 宏樹（陸上競技、30 ～ 39歳　100ｍ）

　　　　　　増田 稔久（陸上競技、30 ～ 39歳　砲丸投げ）

　　　　　　今泉 幸彦（ゴルフ競技、60歳以上の部）

○準優勝　　重松 宏樹（陸上競技、200ｍ）　

　　　　　　田中 孝弘（ゴルフ競技、59歳以下の部）

○３　位　　大橋 盛和（陸上競技、5000ｍ）

　神埼市では、スポーツ大会で優秀な成績を収め、

神埼市のスポーツ振興に貢献した市民の皆さんや

市内の団体の皆さんを「神埼市スポーツ賞」とし

て表彰しています。

　今回、全国高等学校総合体育大会で優勝を果た

した神埼清明高等学校の男子新体操部に神埼市ス

ポーツ賞が贈られました。

　脊振町高齢者生活福祉セン

ター「そよかぜ荘」に、神埼

市社会福祉協議会の脊振町生

きがいデイサービスの利用者

の皆さんが作った「キャップ

アート」が展示されました。

　キャップアートとは、ペッ

トボトルのキャップを色紙で

包み、紙に貼り付けて絵を描

いたもので、今回の作品は、60人のデイザービス利用者の

皆さんが使用済みペットボトルのキャップ約1,500個を使

い、１ヶ月をかけて製作したものです。

　縦横約２メートルの用紙に描かれたのは、神埼市マスコッ

トキャラクターの「くねんワン」「くねんニャン」、そして熊

本県ＰＲマスコットキャラクターの「くまモン」。人気キャ

ラクターたちによる夢のコラボレーションが実現しました。

▲剣道一般男子Ａ、Ｂ

▲

松
永
正
則
さ
ん

　
︵
水
泳
︶

▲

重
松
宏
樹
さ
ん

　
︵
陸
上
︶

▲

増
田
稔
久
さ
ん

　
︵
砲
丸
投
げ
︶

▲

今
泉
幸
彦
さ
ん

　
︵
ゴ
ル
フ
︶

個人競技で優勝された方々
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神埼市「教育の日」式典及び記念講演会を開催しました

厳かに　戦没者追悼式バイキング給食で栄養やマナーを勉強

　11月１日、神埼市「教育の日」式典及び記念講演会を神埼市中央公

民館で開催しました。「教育の日」は市民の教育に対する関心と理解を

深め、本市教育の充実と発展を図るとともに、郷土を愛し、地域社会の

振興に主体的に取り組む人づくりを期して設けたものです。

　式典では、市教育委員会の村岡日出男委員長が「教育は国家の興亡に

かかわる大事業であるとともに、人として豊かで幸せに生きる力をつけ

る最重要な課題であります」とあいさつ。松本茂幸市長は「教育の充実

を図り、市の発展を図りた

い」と祝辞を述べました。また、教育功労者・協力者として下記の５

人３団体の方々を表彰しました。

　式典後、作家の金
きん

美
び

齢
れい

先生の「次代に伝えたい　美しい日本の心」

と題した記念講演では、会場が満席になるほどの多くの方の参加があ

りました。金先生からは「教育の基本は家庭から。両親は子どもが最

初に出会う教師である」「学校は知的教育の場であり、家庭はきまりを

守ることをしっかり教え込んだ上で、学校に送り出すべきである」な

どといった学校教育や家庭教育に対しての示唆をいただき、来場者も

時間を忘れて聞き入っていました。

　11月１日は神埼市「教育の日」として、毎年式典と記念講演会を行う予定です。

▼神埼市「教育の日」表彰の受賞された方（団体）（敬称略）

　石井 溢治（千代田町林慶）、足立 保幸（千代田町川崎）、故 服巻 恂子（神埼町犬の目）、平田 　次　（神埼町石井ヶ里）、
宮﨑 伊津子（千代田町姉）、退職女教師の会「竹の会」、お話「宝箱」、脊振小おはなし会

　11月６日、神埼市中央公民館で、神埼市戦没者

追悼式が厳粛に行われました。

　戦没者876柱（脊振町86柱、神埼町470柱、千

代田町320柱）の御霊に対し、遺族ら約300人が

出席して戦没者の冥福を祈るとともに、平和への

気持ちを新たにしていました。

　祭壇には、11月２日から５日まで行われた第

44回神埼町老人クラブ菊花展に出品された菊も献

花され、会場は菊の香りに包まれていました。

　神埼町、千代田町の各小学校で、バイキング給食が行われ

ました。バイキングを利用するときのマナーや、複数の料理

から栄養バランスを考えて選ぶことの大切さを学ぶことを目

的に、各小学校の６年生を対象に実施されました。

　給食の前に栄養士の

先生から栄養素のはた

らきについて話を聞き、

主食・主菜・副菜をバ

ランス良く選ぶこと、後

の人のために料理は隅

からきれいにとって盛り付けること、自分が食べきれる量を

とることなど、バイキングのマナーについて勉強しました。

　並べられたたくさんの

美味しそうな料理を前

に、児童たちはどれにし

ようかと悩みながら皿に

とりわけ、いつもと違う

給食の楽しさを満喫して

いました。
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ようかんでギネスに挑戦！

文化の秋　多彩な催し

　西九州大学の短期大学部創立50周年に合わせて、10月27日、同大学の神園
キャンパス（佐賀市）で、50メートルのようかんでギネス記録に挑戦するイベ
ントが行われました。このイベントには佐賀県菓業青年会も協力しており、神
埼市内からは同協会の会員である大串久昭さん（大串製菓店）と井上信介さん

（萬永堂）が参加しました。
　当日は、ガスが止まり、ようかん製造が１時間ずれ込むハプニング
もありましたが、教員、学生、青年会が力を合わせ何とか予定の時刻
までに製造を終了。型枠からようかんをはずす作業を会場全体が固唾
をのんで見守るなか、公式認定員のカルロスさんがギネス認定の宣言
を行うと会場全体から大きな拍手がおこりました。
　イベントの統括を行った大串久昭さんは、ギネス記
録として認定されたときのことを「とても嬉しかった
のと同時に、ようやく重圧から解放された感じがした」
と話し、喜びとともに大きなプレッシャーを感じてい
た心境を明かされました。

【脊振町文化祭】
　11月３日、第28回「脊振森林(もり)の里文化フェスティバル」
が行われました。ステージでは、恒例の保育園児・小学生が学
年別のダンスや劇、楽器演奏などを熱演し、会員による合唱や
日本舞踊が披露されました。また、背振山分屯基地の野外炊飯（カ
レー）の実演や装甲機動車の展示のほか、地元産のモチ米でつ
いたふるまい餅、農産物販売、育友会バザー等も開催。特別ゲ
ストの伊万里敬徳高校理事長の稲田繁生先生の講演と、西九州
大学和太鼓集団「堂打」による和太鼓も大変好評でした。

【千代田町文化祭】
　10月25日から27日の３日間、第34回千代田町文化祭が行わ
れました。展示部門の保健センターでは、写真・生け花・手芸品
など多数の力作が展示されました。26日には、福岡在住で県内
でも活躍されているmonさんによる「いのちつなぐトーク＆コ
ンサート」を開催。自身の経験を踏まえたトークを交えながら歌
われ、来場された多くの方々が感動・共感を受けられていました。
27日のステージ部門では、保育園児の演奏にはじまり、高志狂

言や日本舞踊などの伝統芸能、フラダンスなどの披露もあり、観客からは惜しみない拍手が送られていました。最
後に婦人会による総踊り、お楽しみ抽選会と続き盛況のうちに閉会となりました。

【神埼町文化祭】
　10月30日から11月４日まで、第28回神埼町文化祭が開催されました。期間中は、展示部門として研修室・ロビー
などを会場に生け花、絵画、書、陶芸、パッチワーク、絵手紙など、
市民の力作が展示されました。また、市内小中学生による作家
吉田絃二郎作品の感想文・感想画の入選作品も展示されました。
３日には、第11回美しい日本語暗唱大会が開催され、小・中学
生が暗唱や朗読を披露。最終日の４日には、ステージ公演と記
念式典が行われ、その完成度に客席からは大きな拍手が送られ
ました。最後に抽選会で盛り上がり幕を閉じました。

［42分22秒から］

記
事
に
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す
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大砂嵐関ら招き相撲交流

豆力士が奮闘！相撲大会

　大嶽部屋の力士と子どもたちの交流相撲が11月３日、櫛田宮の土俵で開か
れました。
　訪れたのは、大嶽親方をはじめ、九州場所で新入幕を果たした初のエジプト
出身力士の大砂嵐と三段目の闘鵬の２力士。神埼市相撲クラブ（久保敏之代表）
の子ども約20人がぶつかり稽古などの指導を受けました。
　身長189センチ、体重146キロの大砂嵐にも子どもたちは果敢に挑戦。み
んなで押したり、足を取ったりし
て懸命でしたが、なかには片手で

軽々と持ち上げられびっくりする子も。指導後は、一緒に記念撮影した
りサインをもらって楽しいひと時を過ごしました。
　この日、似顔絵のプレゼントも受けた大砂嵐は「子どもたちとの交流
は元気をもらえる。一日一日を大事に取って、さらに上位を目指すよう
頑張ります」と話していました。
　交流は、市在住で元力士の重松征信さんが大嶽親方と親交があること
から毎年招いて行われています。

　神埼・千代田両町で相撲大会が開催され、幼児から小学生まで
たくさんの子どもたちが参加しました。土俵で繰り広げられる豆
力士たちの熱戦に、観客からも熱い声援が送られました。
　大会結果は次のとおりです。（敬称略）
※小桜保→小桜保育園、大立幼→大立寺幼稚園、神埼ク→神埼市
相撲クラブ、佐賀ク→佐賀クラブ、東部小→千代田東部小学校、
中部小→千代田中部小学校、西部小→千代田西部小学校

【個人戦】
○幼児の部　
　優　勝　辻　　太一（神埼ク）
　準優勝　古賀　智也（大立幼）
　３　位　庄野　光星（佐賀ク）
○小学１年生の部
　優　勝　園田　竜士（東部小）
　準優勝　平井　萌南（西部小）
　３　位　庄野　心晴（佐賀ク）
○小学２年生の部
　優　勝　龍　　優仁（佐賀ク）
　準優勝　牛島　悠翔（神埼ク）
　３　位　古賀　大翔（佐賀ク）
○小学３年生の部
　優　勝　平井　準生（西部小）
　準優勝　吉岡亜斗夢（佐賀ク）
　３　位　中川　陽太（佐賀ク）

【個人戦】
○幼児の部
　優　勝　友永　光生（小桜保）
　準優勝　辻　　太一（神埼ク）
　３　位　古賀　智也（大立幼）
○小学１年生の部
　優　勝　北村　悠人（東部小）
　準優勝　園田　竜士（東部小）
　３　位　平井　萌南（西部小）

○小学４年生の部
　優　勝　江島　大樹（佐賀ク）
　準優勝　古賀　好乃（佐賀ク）
　３　位　大久保碧巳（佐賀ク）
○小学５年生の部
　優　勝　安元　鈴駆（神埼ク）
　準優勝　矢川　桐亜（佐賀ク）
　３　位　吉田　勇樹（中部小）
○小学６年生の部
　優　勝　長谷川龍聖（佐賀ク）
　準優勝　古賀真里菜（佐賀ク）
　３　位　藤川　維吹（佐賀ク）

【団体戦】
○団体戦　低学年の部
　優　勝　佐賀クラブＥ
　準優勝　神埼クラブＡ　
　３　位　神埼クラブＢ

○小学２年生の部
　優　勝　牛島　優翔（神埼ク）
　準優勝　園田　紗也（東部小）
　３　位　野口　漣人（東部小）
○小学３年生の部
　優　勝　平井　隼生（西部小）
　準優勝　辻　廉太郎（神埼ク）
　３　位　家永　智大（中部小）
○小学４年生の部
　優　勝　園田　竜也（東部小）
　準優勝　坂井　裕也（東部小）
　３　位　辻　　徹平（神埼ク）

○団体戦　高学年の部
　優　勝　　佐賀クラブＡ
　準優勝　　佐賀クラブＢ
　３　位　　西郷

○小学５年生の部
　優　勝　安元　鈴駆（神埼ク）
　準優勝　吉田　勇樹（中部小）
　３　位　寺田　優希（西部小）
○小学６年生の部
　優　勝　友永　健生（神埼ク）
　準優勝　中村　浩志（中部小）
　３　位　宮﨑琳太郎（東部小）

【団体戦】
　優　勝　千代田東部小学校Ａ
　準優勝　神埼市相撲クラブＡ
　３　位　千代田東部小学校Ｂ

▲櫛田宮子ども相撲大会

▲次郎の里少年相撲大会

10/5　第８回櫛田宮子ども相撲大会（櫛田宮相撲場）

10/27　第８回神埼市次郎の里少年相撲大会（次郎体育館）
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所
社
会
教
育
課
、
脊
振
公
民
館

○
特
別
招
待
選
手

　

東
洋
大
学
陸
上
競
技
部

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
体
育
協
会
事
務
局

　
（
神
埼
中
央
公
園
体
育
館
内
）

　

☎
５
２

－

３
７
５
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

５
２

－

３
４
０
２

　

モ
ッ
ト
ー
は
「
ヘ
タ
で
い
い 

ヘ
タ

が
い
い
」
で
す
。
誰
で
も
か
け
ま
す

よ
！
気
軽
に
始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

○
と
き

　

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

　

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
中
央
公
民
館

○
講
師　

古
川 

博 

氏

　
（
日
本
絵
手
紙
協
会
公
認
講
師
）　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

三
好

　

☎
５
２

－

８
０
２
１

　

サ
ポ
ー
テ
ィ
ア
事
業
と
は
、
高
齢

者
の
皆
さ
ん
が
サ
ポ
ー
テ
ィ
ア
活

動（
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

を
通
じ
て
地
域
貢
献
す
る
こ
と
で
、

自
ら
の
介
護
予
防
や
生
き
が
い
づ
く

り
を
図
り
、
活
動
に
応
じ
て
ポ
イ
ン

ト
が
付
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

サ
ポ
ー
テ
ィ
ア
に
登
録
し
て
、
健

康
で
生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

○
対
象
者

　

佐
賀
中
部
広
域
連
合
管
内
（
佐
賀

市
、
多
久
市
、
小
城
市
、
神
埼
市
、

吉
野
ヶ
里
町
）
の
介
護
保
険
第
１

号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
方
）

※
た
だ
し
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
方

○
事
業
実
施
主
体

　

佐
賀
中
部
広
域
連
合　

給
付
課

　

☎
４
０

－

１
１
３
４

○
活
動
内
容

　

あ
ら
か
じ
め
登
録
さ
れ
た
受
入
機

関
（
介
護
保
険
施
設
等
）
で
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
お
手
伝
い
や

話
し
相
手
な
ど

○
サ
ポ
ー
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト

　

１
時
間
当
た
り
１
０
０
ポ
イ
ン
ト

　
（
１
０
０
円
）

※
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、年
間
５
，

０
０
０
円
を
上
限
に
換
金
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

○
参
加
方
法

　

サ
ポ
ー
テ
ィ
ア
と
し
て
の
登
録
申

請
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
チ
ラ
シ
や
申
請
書
は
、
佐
賀

中
部
広
域
連
合
給
付
課
、
神
埼
市

役
所
高
齢
障
が
い
課
で
も
お
渡
し

し
ま
す
。

◆
サ
ポ
ー
テ
ィ
ア
登
録
研
修
会

○
と
き　

12
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
役
所
３
階
会
議
室

○
申
込
期
限　

12
月
６
日
（
金
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
（
財
）
佐
賀
県
長
寿
社
会
振
興
財

団　

開
発
指
導
課　

サ
ポ
ー
テ
ィ

ア
さ
が
担
当

　

〒
８
４
０

－

０
８
０
４　

　

佐
賀
市
神
野
東
２

－

３

－

33

　

☎
３
１

－

４
１
６
５

○
と
き　

12
月
10
日
（
火
）

　

午
後
１
時
半
か
ら
３
時
ま
で

○
と
こ
ろ

　

神
埼
市
中
央
公
民
館

　

第
１
研
修
室

○
講
演

　
「
知
っ
て
得
す
る
！

　
　
　

年
金
の
お
は
な
し
」

○
講
師　

佐
賀
年
金
事
務
所

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
役
所　

商
工
観
光
課

　

☎
３
７

－

０
１
０
７

　

か
え
で
の
会
（
障
が
い
児
・
者
父

母
の
会
会
長 

菊
松
）
に
よ
る
ふ
れ

あ
い
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
と
き　

12
月
14
日
（
土
）　

　

午
前
11
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

○
と
こ
ろ　

　

三
田
川
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
参
加
費　

無
料　

※
昼
食
は
お
に
ぎ
り
と
お
茶
を
準
備

し
ま
す
。

○
内
容

　

西
九
州
大
学
の
学
生
さ
ん
と

ゲ
ー
ム
や
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通

し
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。
ど
な
た
で
も
参
加
Ｏ

Ｋ
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

米
倉　

☎
５
２

－

７
２
６
８
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障
害
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

佐
賀
県
の
最
低
賃
金
が　
　

　
　
　
　

改
正
さ
れ
ま
し
た

多
重
債
務
・
ヤ
ミ
金
・　
　

　
　
　

投
資
被
害
特
別
相
談
会

●  

相　

談  

●

●  

お
知
ら
せ  

●

ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談
会

発
達
障
害
者
専
門
相
談
窓
口

出

張

金

融

相

談

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で
す

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
３
２

－

７
１
７
９

前
向
き
子
育
て
プ
ロ
グ
ラ
ム　
　

ト
リ
プ
ル
Ｐ
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

定
年
後
も
働
き
た
い
皆
さ
ま
へ　

シ
ニ
ア
世
代
の　
　
　
　
　
　

　
　

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

神埼市神埼町本堀 3187番地 3
（旧　松永嶺子事務所）
 ☎　　0952－53－5105
FAX　 0952－53－2713

有
料
広
告

○
と
き　

毎
週
木
曜
日
（
全
７
回
）

　

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

○
と
こ
ろ　

　

佐
賀
県
医
療
セ
ン
タ
ー
好
生
館

（
佐
賀
市
嘉
瀬
町
）

○
対
象　

　

１
歳
か
ら
12
歳
の
子
ど
も
が
い
る

保
護
者

○
講
師　

小
児
科
医　

藤
田
一
郎
先
生

○
定
員　

10
人
程
度

○
参
加
費　

５
０
０
円

○
申
込
方
法

　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
、
保
護

者
氏
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電

話
番
号
（
自
宅
・
携
帯
）・
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
・
子
ど
も
の
年
齢
、

性
別
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、開
催
し
ま
す
。

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
次
回
の

日
程
を
ご
案
内
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
県
医
療
セ
ン
タ
ー
好
生
館

　

☎
２
４

－

２
１
７
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

２
８

－

１
３
５
２

　

障
害
の
あ
る
方
の
社
会
参
加
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
促
進
を

目
的
に
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

○
と
き　

・
ワ
ー
ド
基
礎

　

12
月
16
日
（
月
）・
17
日
（
火
）

・
ワ
ー
ド
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

　

12
月
19
日
（
木
）・
20
日
（
金
）

○
時
間　

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
中
央
公
民
館

○
対
象
者　

障
害
の
あ
る
方

○
参
加
費　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
５
０
０
円
が
必
要
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
県
障
害
者
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー　

ゆ
め
く
れ
よ
ん

　

☎
３
６

－

６
９
７
７ 

項　目 最低賃金
（１時間）

佐賀県 ６６４円

一般機械器具製造業関係 ７６１円

電気機械器具製造業関係 ７２５円

陶磁器・同関連製品製造業 ６５４円

　

佐
賀
県
信
用
保
証
協
会
で
は
、
毎

月
金
融
相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

保
証
審
査
担
当
職
員
が
各
地
区
に

出
張
し
て
、
お
申
し
込
み
に
関
す
る

相
談
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
返
済
の
見
直

し
や
経
営
課
題
解
決
の
相
談
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
気
軽
に
こ
の
機
会
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
相
談
料
な
ど
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

○
と
き　

12
月
16
日
（
月
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
商
工
会　

本
所

　
　
　
　
　
（
☎
５
２

－

７
１
３
１
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
信
用
保
証
協
会　

業
務
一
課

　

☎
２
４

－

４
３
４
２

　

佐
賀
県
、
弁
護
士
会
、
司
法
書
士

会
、
法
テ
ラ
ス
佐
賀
の
合
同
に
よ
る

相
談
会
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

の
で
、
勇
気
を
出
し
て
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

当
日
は
、
面
接
に
よ
る
相
談
が
で

き
ま
す
。（
相
談
無
料
）

○
と
き

　

12
月
21
日
（
土
）、
22
日
（
日
）

　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

　

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

○
と
こ
ろ

　

佐
賀
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
ア
バ
ン
セ
３
階
）

※
相
談
時
間
は
、
一
人
45
分
で
す
。

※
事
前
に
予
約
が
必
要
（
先
着
順
、

各
日
４
人
）
で
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
県
消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

　
（
く
ら
し
の
安
全
安
心
課
）

　

☎
２
４

－

０
９
９
９

　

定
年
後
に
働
く
時
の
年
金
・
労
働

保
険
・
社
会
保
険
・
生
活
設
計
等
に

つ
い
て
社
会
保
険
労
務
士
が
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。

○
相
談
室
開
設
日
時

　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

※
相
談
場
所
は
ご
希
望
に
応
じ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
県
社
会
保
険
労
務
士
会

　

☎
２
６

－

３
９
４
６

○
と
き　

12
月
12
日
（
木
）

　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

○
と
こ
ろ

　
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区
中
央
支
所

○
対
象
者

　

神
埼
市
・
吉
野
ヶ
里
町
で
農
業
を

始
め
た
い
方

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区　

園
芸
課

　

☎
５
３

－

３
７
６
７

　

発
達
障
害
児
（
者
）
や
そ
の
ご
家

族
等
の
ご
相
談
を
専
門
相
談
員
が
お

受
け
し
ま
す
。
ま
た
ケ
ー
ス
に
応
じ

て
適
切
な
医
療
機
関
、
相
談
機
関
な

ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
要
予
約

○
と
き　

12
月
16
日
（
月
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

○
と
こ
ろ　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

そ
れ
い
ゆ

　

☎
０
９
０

－

６
２
９
６

－

７
５
５
０
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プレアホール神埼

まずはプレアホール神埼へご相談ください永久の旅立ち…

仏壇・仏具・仏壇クリーニング
墓石・墓石クリーニング・法名塔（名前入れ）
法事料理（四十九日・初盆・一周忌・三回忌等）
供養菓子・悲礼返し・礼品等
各種取扱い致しております。

ご葬儀について、『わからない…不安…』そんな方は、
事前相談、お見積り、会館見学、友の会会員募集等、随時受付けいたしております。
ご自宅への無料見積りも随時おこなっておりますのでお気軽にお電話下さい。

年中無休 24時間受付

ジェイエイ神埼セレモニー株式会社
神埼市神埼町本堀2716-4

TEL.0952-55-8008 FAX.0952-55-8007

J A葬祭
その他取扱い商品

有
料
広
告

有
料
広
告

平
成
26
年 

成
人
式
の
お
知
ら
せ

○
と
き　

　

平
成
26
年
１
月
12
日
（
日
）

　

午
後
１
時
半
か
ら

※
受
付
は
午
後
０
時
半
か
ら

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
中
央
公
民
館　

○
対
象
者　

　

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら

　

平
成
６
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

※
現
在
、
神
埼
市
外
に
お
住
ま
い
の
方
で

も
、
中
学
校
卒
業
時
に
神
埼
市
内
に
お

住
ま
い
だ
っ
た
方
に
は
、
転
出
先
の
住

所
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　

☎
４
４

－

２
７
３
１

◆
成
人
式
実
行
委
員
募
集

　

平
成
26
年
成
人
式
の

実
行
委
員
と
し
て
、

企
画
・
運
営
し
て
い

た
だ
く
新
成
人
の
方

を
募
集
し
ま
す
。

平成26年 
神埼市年詞交歓会のご案内

　神埼市では、新年を祝い、団体や
個人が一堂に会する年詞交歓会を開
催します。皆さまお誘いあわせの上、
ご参加ください。

○と　き　平成26年１月６日（月）
　　　　　11：30 ～（予定）
○ところ　
　ＪＡさが神埼地区中央支所 
　千歳の間（3階）
○参加費　１，０００円（１人あたり）
○申込締切日　１２月１３日（金）
◎申込・問い合わせ先
　神埼市年詞交歓会実行委員会事務局
　（神埼市役所 市長公室）　
　☎37－0088

催
眠
商
法
に
ご
注
意
！

　
「
催
眠
商
法
」
と
は
、
タ
ダ
同
然

で
日
用
品
を
配
り
、
巧
み
な
話
術
で

雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
、
冷
静
な
判
断

力
を
失
わ
せ
て
高
価
な
商
品
の
購
入

を
契
約
さ
せ
る
詐
欺
的
商
法
で
す
。

相
談
事
例
①

　

見
知
ら
ぬ
女
性
か
ら
「
日
用
品
や

食
料
品
を
１
０
０
円
で
日
替
わ
り

販
売
し
ま
す
」
と
言
っ
て
チ
ラ
シ
を

渡
さ
れ
た
。
安
か
っ
た
の
で
友
人
と

通
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
緑
内
障
に
効

く
と
健
康
食
品
を
勧
め
ら
れ
た
。
１

年
分
を
14
万
円
で
契
約
し
た
が
、
１

週
間
飲
み
続
け
る
と
目
の
周
り
が
痒

く
な
り
、
飲
む
の
を
止
め
る
と
痒
み

は
止
ま
っ
た
。
契
約
前
に
ア
レ
ル

ギ
ー
の
説
明
は
な
か
っ
た
。

相
談
事
例
②

　

ス
ー
パ
ー
内
の
空
き
店
舗
で
あ
っ

て
い
た
、
い
す
式
の
健
康
器
具
の
体

験
会
に
１
ヶ
月
間
通
っ
た
。
血
流
が

良
く
な
る
と
言
わ
れ
、
電
位
治
療
器

や
マ
ッ
ト
な
ど
に
合
計
約
70
万
円
の

契
約
を
し
た
が
、
家
族
に
反
対
さ
れ

た
の
で
解
約
し
た
い
。

ア
ド
バ
イ
ス
①

空
き
店
舗
や
臨
時
的
な
会
場
で
の
販

売
会
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

日
用
品
な
ど
を
無
料
で
も
ら
え
た

り
格
安
で
販
売
さ
れ
て
も
、
最
後
に

は
高
額
な
商
品
を
勧
め
ら
れ
ま
す
。

「
タ
ダ
よ
り
高
い
も
の
は
な
い
」
と

肝
に
銘
じ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ア
ド
バ
イ
ス
②

催
眠
商
法
の
多
く
は
、ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
（
無
条
件
解
約
）
が
可
能
で
す

　

書
面
を
受
領
し
た
日
か
ら
８
日
以

内
で
あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

が
可
能
で
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

期
間
を
過
ぎ
て
い
て
も
、
契
約
を
取

り
消
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

ア
ド
バ
イ
ス
③

佐
賀
県
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
催
眠

商
法
の
動
画
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す

　

佐
賀
県
庁
の
県
政
広
報
テ
レ
ビ

番
組
「
教
え
て
！
く
す
じ
ぃ
」
の

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.pref.saga.

lg.jp/w
b/kusu-g/_55741.htm

l

）

で
催
眠
商
法
の
動
画
が
配
信
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。　

詳
し
く
は
39
Ｐ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
役
所　

商
工
観
光
課

　

☎
３
７

－

０
１
０
７
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ＦＭ佐賀　
【放送時間】 毎週水曜
　　　　 　12：00～12：55
【ＦＭ佐賀のホームページ】
http://www.fmsaga.co.jp

間】毎週水曜
ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼

FM佐賀
MY DEAR　神埼

～つれづれなるままに～
ナビゲーター：おのくみこ

　どーも！九年庵の紅葉みたいなホッペにしたい!! 
とチーク濃い目のおのくみこです（●＾o＾●）（１
歩間違えるとおてもやん・・・？汗）　そんな私のホッ
ペが正真正銘、九年庵の紅葉を前に真っ赤に染まっ
たのが、11月15日（金）～ 23日（土・祝日）まで
開かれた、今年の九年庵秋の一般公開です。
　我がＦＭ佐賀『ＭＹ　ＤＥＡＲ神埼』も番組がス
タートした４年前から毎年この九年庵の春と秋の一
般公開の時期に合わせて、九年庵前から公開生放送
を行い、秋は今年で４回目。毎回、この公開生放送
の日は、私は10時半過ぎに、またスタッフは機材
搬入の為、早朝７時半頃には会場に着いて準備をし
てくれています。
　そんなスタッフによると早くも８時頃にはお客様
が見え始め・・９時30分過ぎにはすでに九年庵の
周りは人人人で、私が到着する頃には、九年庵の入
り口まで、人を掻き分け掻き分け参道を小走りで
登って行く!と言うのが毎年恒例となっています。
　そして、12時『ＭＹ　ＤＥＡＲ神埼』がスター
トする頃には、放送ブース（と言っても簡単なテン
ト的なものですが・・・笑）の前には、公開生放送
を見よう！といつも番組を聞いて下さっている佐賀
県内はもとより、福岡・長崎・熊本など近県のリス
ナーの皆さん、そして昨年は『ＭＹ　ＤＥＡＲ神埼』
が2年目から実施しているインターネットを使った
動画配信ＵＳＴ（ユーストリーム）を毎週ご覧頂い
ているロスアンジェルスからも『ＭＹ　ＤＥＡＲ神
埼』の公開生放送を見よう！と、わざわざ神埼の九
年庵にお越し頂きました。
　インターネットを使っての動画配信と言うこと
で、こんな風に海外の方にも九年庵や、神埼市の事
を知ってもらい、実際に足を運んでもらえるのもＵ
ＳＴ配信をやったからこそ！と、思い切ってＵＳＴ
配信にチャレンジして良かった！と実感しています。
　そしてそんなロスアンジェルスのリスナーさんは
今年も里帰りの際に実家のある関東からわざわざ佐

賀に来て頂いて『ＭＹ　ＤＥＡＲ神埼』にも生出演
して頂きました。その他、今『ＭＹ　ＤＥＡＲ神埼』
が力を入れているＦＢ（フェイスブック）でも日本
全国に『ＭＹ　ＤＥＡＲ
神埼　応援隊の輪』が
広がっています。そん
なロスアンジェルスや
全国各地と、この佐賀
の神埼が『ＭＹ　ＤＥ
ＡＲ神埼』を通じて繋
がっている事を肌で感
じる事が出来るのがこ
の九年庵からの公開生
放送です。
　そして、今年も11月20日（水）そんな全国から
駆け付けて下さった皆さんと、九年庵の鮮やかな紅
葉に見守られながら、無事九年庵前からの公開生放
送を終える事が出来ました。
　当日九年庵前に集まって下さった皆さん、そして
番組を支えてくれたチーム『ＭＹ　ＤＥＡＲ神埼』
とＦＭ佐賀のスタッフのみんなどうもありがとー♡
何より、一般公開期間の９日間を含め、準備や後片
付け等、毎回全員で取り組んでいらっしゃる神埼市
役所の皆さん、本当に本当にお疲れ様でした<(_ _)>
また期間中、ご協力頂いた近隣住民の皆さんご協力
ありがとーございましたm(__)m
　次回は新緑眩しい『春の九年庵』でお会いしましょ
う (^O^) ／ﾏﾀﾈ-♪
 おのくみこ☆

第８回
「～神埼が紅に染まった９日間～」

と  き ところ テーマ 講　師

12月12日（木）
※市民公開講座

〈受付〉９：30 ～
〈講義〉
10：00 ～ 11：30

千代田文化会館
はんぎーホール 認知症を理解する 肥前精神医療センター院長

　杠　岳文さん

　この講座は高齢障がい課と保健環境課との共催です。一般の方も無料で受講できます。
※マイクロバスは脊振支所前を午前９時、神埼市中央公民館前を午前９時30分に出発します。
　ご利用の方は遅れないようにご集合ください。

いきいき大学はいつでも入学できます。脊振公民館、神埼市中央公民館、千代田支所社会教育課で、教材費を添
えてお申し込みください。講座日の会場受付でも手続きできます。【教材費：年間 1,000円】　　
◎問い合わせ先　神埼市中央公民館　いきいき大学事務局　☎53－2325

いきいき大学いきいき大学 60歳からの学びの舎60歳からの学びの舎

12月開催分
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◎申込・問い合わせ先　神埼市中央公民館　☎53－2325
公民館だより

　50代からの女性が対象です。これからの人生を豊かにす
るため、貴重な体験ができ、人生に広がりが出る場所をつ
くりました。今までの自分よりちょっとだけステップアッ
プして、自分を好きになれる講座を６回連続して開催中！

もっと輝きたい!!
「50代からの女性の魅力アップ講座開催中」

公
民
館
で
お
正
月
の
い
け
ば
な（
池
坊
）を

冬
休
み　

子
ど
も
寺
子
屋

　

新
年
を
迎
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
花
を
玄
関
に
飾
り
ま

し
ょ
う
。
人
材
バ
ン
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
に
よ
る
受
講

料
無
料
の
講
座
で
す
。
い
け
ば
な
の
経
験
が
な
い
人
も
、

流
派
の
異
な
る
人
も
大
歓
迎
。
わ
い
わ
い
楽
し
く
花
を
活

け
ま
し
ょ
う
。

○
と
き　

12
月
27
日
︵
金
︶

　

午
後
１
時
半
か
ら
３
時
半
ま
で

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
中
央
公
民
館

○
講
師　
﹁
竹
の
会
﹂
の
皆
さ
ん

○
準
備　

花
鋏
、
花
器
︵
大
き
目
︶、
剣
山
、

　

ビ
ニ
ー
ル
風
呂
敷

○
材
料
費　

２
，
０
０
０
円
程
度
︵
花
材
︶

○
申
込
期
限　

12
月
17
日
︵
火
︶

　

短
い
冬
休
み
、
で
も
宿
題
が
・
・
・
と
悩
ん
で
い

る
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
！
﹁
夏
休
み
子
ど
も
寺
子
屋
﹂

大
好
評
に
つ
き
、
冬
休
み
も
経
験
豊
か
な
講
師
が
皆
さ

ん
の
悩
み
に
応
じ
ま
す
。
み
ん
な
と
一
緒
に
お
勉
強
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

○
と
き　

　

12
月
27
日
︵
金
︶、
28
日
︵
土
︶

　

午
前
９
時
か
ら
11
時
ま
で

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
中
央
公
民
館　

○
準
備
す
る
も
の　

宿
題
、
筆
記
用
具
、
水
筒

○
講
師　

退
職
校
長
会
、
退
職
女
教
師
の
会
ほ
か

○
参
加
資
格　

神
埼
市
内
の
小
学
生

※
神
埼
小
学
校
区
外
か
ら
の
参
加
の
場
合
は
、

　

保
護
者
の
送
迎
が
必
要
で
す
。

○
申
込
期
限　

12
月
20
日
︵
金
︶

おじさんコーラス誕生!! 公民館長　車座談義　第１回開催!!

地域づくりわんぱく支援事業
66地区実施中!!②

　市報で呼びかけたおじさんコーラスが11月9日ついに発
足。発足会では練習日等も決まりました。文化祭出演を
目標に、男性の魅力ある声で神埼市の文化を大いに盛り
上げましょう！多くの仲間を募っています。
○練習日　毎週水曜日　19：00 ～ 21：00
○練習会場　　神埼市中央公民館
○会　費　１，０００円／月

　11月１日、神埼市中
央公民館で公民館長車
座談義がありました。
　公民館長の『何とか
地元を活性化したい』

『どがんかせんばばってん・・・？？？』の悩み
解決のために実施。佐賀県まなび課の関弘紹さ
んを講師に、「今回は公民館とはどういうモノか」
から、「地区の公民館はどんなことでもできます」

「地区の人たちから話を聞くこと」「話の中から解
決策は出てくる」「居酒屋公民館や公民館カフェ
など成人男子や若いお母さんたちが集まる場とし
て公民館を活用しよう」と提言されました。
　公民館長さんたちは関さんの話にうなづきなが
ら熱心に耳を傾けられていました。今回は関さん
からの提言でしたが、次回はどんな質問が出るか
楽しみです。

　市が支援している「地
域づくりわんぱく支援事
業」。三世代交流を行った
地区に対し、最大２万円の
補助を出しています。今月
もいくつか紹介します。

上げましょう！多くの仲間を募っています。

第４回(11月2日)
地元めぐり
脊振の素晴らしさ大発見！

第５回(11月16日)
本格的フレンチのコース
料理にチャレンジ！

・水汲みだけしか知らなかった
鳥羽院。でも地元の人々が何
百年も史実と伝統芸能を受け
継いでこられたことに感動し
ました。
・鳥羽院神社はパワースポッ
ト。またぜひ訪れたい。

メニューは…
☆豚肉のメダイエヨンステーキ
☆サーモンのテュレンヌ　など

・フランス料理の基本はソース
ですね。おいしいソース作りの
コツを教えていただきました。
忘れないうちに、また作ります。
・煮詰め具合とか、あく取りの
タイミングとか良く分かってう
れしい。

尾崎西分（夏まつり）

原の町（納涼大会） 藤西（ビンゴボードボール大会）
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神埼市中央公民館

[出演者から一言]　2010年結成。ラテンジャズを中心として武雄を拠点に活動中。ラテン、フェージョ
ン、ポップス、沖縄民謡等幅広いジャンルの楽曲を披露しています。南の島の熱い風を届けに今日もどこ
かでステップを踏んでいるＹ－unit 見かけたら気軽に声をかけてください。きっと喜びます。(̂ o )̂♪♪

○と　き　12 月 14 日（土）　19：00 ～ 20：00
○ところ　神埼市中央公民館ロビー
○内　容　ラテン・ジャズ
○演　者　Ｙ－unit
○曲　目　♪レブロンの夕暮れ、涙そうそう
　　　　　Ｂeleza  Ｐula，Ａutumn  Ｌeves、
　　　　　Ｓweet   memoriez　他

◎問い合わせ先
　神埼市中央公民館
　☎53－2325

土曜の夜は、音楽でくつろぎませんか　！

▲

11
月
の
コ
ン
サ
ー
ト
は

　
「
ト
レ
ー
フ
ル
」
で
し
た

♪１月は「西九州大学和太鼓クラブの演奏で、
「堂打」のみなさんが出演します。

【来場者の感想】
・アレンジがどの曲も素敵でした。
・リズム感あふれる演奏で楽しい時間をありがとう。
・二人の会話も演奏の様子も楽しかった。

入場
無料

日 曜 催　　物 開演 入場料 主　　催

12/8 日 ピアノ発表会 13:30 無料 前田　☎080－5283－3609

12/12 木 いきいき大学 10:00 会員
年会費1,000円

神埼市教育委員会（社会教育課）
☎53－2325

12/14 土 ＰＩＡＲＡピアノグレードコンサート 13:00
市民・会員無料 ピアラ九州山口事務局

☎31227312/15 日 ＰＩＡＲＡピアノコンクール佐賀地区予選 9:30

※催物の内容については、主催者にお問い合わせください。
◎問い合わせ先　千代田文化会館「はんぎーホール」　☎44－2051　（休館日：月曜日）

千代田文化会館「はんぎーホール」行事予定表

好
評
だ
っ
た
お
ゆ
ず
り
会

　

子
ど
も
服
な
ど
の
育
児
用
品
の
お

ゆ
ず
り
会
が
、
11
月
3
日
に
脊
振
中

学
校
、
11
月
8
日
に
神
埼
町
保
健
セ

ン
タ
ー
、
11
月
24
日
に
千
代
田
町
保

健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
提
供
さ
れ
た

育
児
用
品
は
、
こ
れ
か
ら
子
育
て
で

必
要
な
方
へ
も
ら
わ
れ
て
い
き
、
大

好
評
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

神
埼
市
役
所　

保
健
環
境
課

　
（
神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
５
１

－

１
２
３
４
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　「家読」は、家族で読書の習慣を共有することです。
　家族みんなで好きな本を読んで、読んだ本について話す。これ
が「家読」の基本です。
　神埼市立図書館には、うちどくオススメの本がたくさんありま
すよ。利用してみませんか。

みんなで家読（うちどく）はじめよう!!

○自主サークルのおはなし会
サークル名 と    き ところ 問い合わせ先

キラ☆キラくらぶ 12月11日（水） 10：30 ～ 11：00 神埼市立図書館 開　☎090－7534－0310

図書館名 開館時間 休館日 問い合わせ先

神埼市立図書館
（中央公民館２階）

9：00
～ 18：00

火曜日、祝日、12月29日(日)から１月３日(金)
※休館日、閉館後の本の返却は、事務室へお願いします。

神埼市立図書館
☎53－2325

神埼市立図書館千代田分館
（千代田支所１階） 土・日曜日、祝日、12月29日(日)から１月３日(金) 社会教育課

☎44－2731

神埼市立図書館脊振分館
（脊振2000年館１階） 日曜日、祝日、12月29日(日)から１月３日(金) 脊振分館

☎59－2048

※図書館のホームページ　http://library.kanzaki.ed.jp

「レ・ミゼラブル」　　ジェネオン・ユニバーサル・エンターテイメント

　原作は「ああ無情」です。「Ｘ-メン」でお馴染のヒュー・ジャックマンが主役ジャン・バルジャ
ンを演じます。ラッセル・クロウ　アン・ハサウェイと豪華なキャストで感動を届けてくれ
ます。2012年に話題となった映画です。

「劇場版　怪談レストラン」　　バンダイビジュアル

　こどもたちに大人気の「怪談レストラン」シリーズの映画化です。ホラーと冒険ファンタジー
がひとつになっています。実写とアニメが織りなす不思議な世界を楽しんでください。

☆クリスマスおはなし会☆
○と　き　
　12月21日（土）
　午後２時～
○ところ　
　神埼市中央公民館２階和室
　おたのしみプレゼントも
　　　　　　　　あります♪

新着ＤＶＤのご紹介

○読書会
と　　き グループ名 書名 著者名 と　こ　ろ 問い合わせ先

12月

3日（火）
9：30～11：30

山王会 秋月記 葉室　　麟 城原公民館 手塚
☎53－0332

13日（金） 若菜会 悪　道 森村　誠一 ＪＡ西郷支所 境
☎52－9934

18日（水） 13：30～15：30 よしのこ会 悪党芭蕉 嵐山光三郎 千代田町福祉センター 古賀
☎44－2849

20日（金） 9：30～11：30 新樹会 故郷のわが家 村田喜代子 神埼市中央公民館 杉山
☎53－4664

平成25年度　家読モデル地区決定!!
　平成25年度は姉川上分地区、鶴田地区が家読モデル地区に決定しまし
た。年度当初からすでに活動している姉地区、岩政倉今地区に続き家読
の輪が広がっています。
　平成24年度まで家読モデル地区だった
猪面、右原、城原地区は現在も家読が定
着し、本を通して地域の絆が深まってい
ます。世代を超えた連携も育まれ、地域
活性化にもつながっています。
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参考文献：『神埼町史』、『佐賀県の地名』平凡社、『角川日
本地名大辞典』角川書店

　日の隈山の東南麓に位置し、すぐ東を城原川が流れ、
北を県道若宮鶴線（259号）が走っています。古代条里
制下では「河依里」と呼ばれ、正応2年（1289）の蒙古
合戦勲功賞配分状案にそ
の名が見えます。横大路
村ともいわれ、南北朝時
代の正平8年（1353）には
標高70㍍の丘の上に九州
探題一色直氏の手により
横大路城が築かれました。
その後、肥後の菊池氏や
少弐氏などが攻防を繰り
返した事が「九州治乱記」
に書かれています。
　地区内には天手力雄神
を祀る田上神社があり、3
月に行われる能祭は神埼
五社祭礼の一つに数えら
れています。また、弥生
時代の遺跡も多く、川寄
吉原遺跡などから銅鐸形
土製品が出土しているほか、奈良時代の官道跡もあり、
古代から栄えた様子がうかがえます。

　３地区とも市道大町橋日の隈線の東沿いにあり、地名の
由来もこの地域に昔からある大蛇伝説にちなんでいます。
　柏原は日の隈山の南800㍍にあるのどかな田園地帯で、
天明3年（1783）の郷村帳に竹村郷の一部としてその名が
あります。地名は暴れる大蛇を退治するために使った柏
木があったことから生まれたと伝えられています。地区
では11月のふるさと探訪ウオーキング、竹栄祭、元日の
日の隈登山などを行うなど親睦と融和を図っています。
　野寄は横落水路が東西に流れています。「御領中郷村
帳」に対馬殿私領竹村之内として野寄村があり、幕末
には竹村西分とも呼ばれていました。地名は大蛇退治
の際、村人たちがこの地に集まって相談したことから
付いたといわれています。
　伏部は天明3年（1783）の郷村帳には「箕目ケ里」と
書かれ、幕末には箕目村とよばれています。地名はこの
地域の安全を脅かしていた大蛇を村人たちが柏木をふす
べて（いぶして）退治したという伝説に由来しています。
　いずれにしても、この地域一帯に残る大蛇伝説は城原川
西の中地江川と各集落を含めた土地開発や治水、利水など
苦難の歴史を大蛇退治に例えたものといえるでしょう。

　城原川のすぐ西に位置し、南側を中地江川と県道佐
賀環状線（48号）、北をＪＲ長崎線が通っています。地
名の由来は、祭器を造り，神事を司る部民忌部（いん
べ・いむべ）が転訛したものといわれ、櫛田宮の祭祀
に関係して定着したものとされています。江戸期には

「いのめん」と呼ばれ、宝暦郷村帳、天明郷村帳には屋
敷村とも書かれています。
　地区内は城原川からの清らかな水が流れ込む水路があ
ります。平成17年から県の補助を受け、水と緑豊かな資源
を後世に残すため、日の隈山や脊振の山々、城原川、水
車などを模し、児童公園としてジオラマの整備を行って
憩いの場や子どもたちの学習の場として活用しています。

猪 面（いのもて・神埼町）

川 寄（かわより・神埼町）

城原川

中地江川

ＪＲ
長崎
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48

31

259

柏 原（かしわばる）野 寄（のより）伏 部（ふすべ・神埼町）
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神埼市神埼町志波屋3627
TEL 0952-53-1747
携帯 090-8836-5630

相談は、無料です。

行政書士

相続手続
土地や建物が亡くなった人の

名義になっている

遺言書
死んだら、家や土地の名義は
どうなるのだろう？

その他

（日本行政書士会登録番号 05410974）

建設業許可・産業廃棄物・
内容証明・車庫証明 等

ホームページ ゆずりは 神埼 検索 行政書士には守秘義務があります。お気軽にご連絡ください

健康カレンダー（12月１日～１月15日）

日 曜 祝 日 在 宅 当 番 医

と　き 事業名 受付時間 ところ 対象者

12月

2日（月） あかちゃん広場 13：15～13：30 神埼町保健センター 1歳未満の乳児

6日（金） すこやか子育て相談室（要予約） 13：30～16：30 千代田町保健センター 0歳～就学前までの乳幼児

10日（火） リトルわんぱくＫＩＤ’Ｓ 9：30～11：00 脊振公民館 0歳～就学前までの乳幼児

13日（金）
1歳6か月児健診（千代田地区） 13：00～13：30

千代田町保健センター
平成24年4月～ 5月生

フッ化物塗布（要予約） 12：40～13：00 1歳6か月児健診後～ 4歳未満

16日（月） 乳幼児相談 9：30～11：00

神埼町保健センター

0歳～就学前までの乳幼児

17日（火） ことばの相談(要予約) 13：30～16：30 1歳～就学前までの幼児

18日（水） 3歳児健診（神埼・脊振地区） 13：00～13：30 平成22年3月～ 4月生

20日（金） 3～4か月児健診（神埼・脊振地区） 13：00～13：30 平成25年8月～ 9月生

1月 14日（火） あかちゃん広場 13：15～13：30 1歳未満の乳児

健康相談（予約制）　※電話相談は随時受付
◎問い合わせ先
　神埼市役所　保健環境課
　（神埼町保健センター）
　☎51－1234
　千代田町保健センター 
　☎44－2021

※診療時間　午前９時から午後５時まで
月　日 　実　施　医　療　機　関　 　実　施　医　療　機　関　

12月１日

（日）

西谷クリニック
吉野ヶ里町大曲1507－1
☎52－3139（内・形外・皮）

中下医院
千代田町餘江128
☎44－2488（内）　

12月８日

（日）

目達原整形外科
吉野ヶ里町吉田2900
☎52－3717（整外）

神埼クリニック
神埼町田道ヶ里2396
☎53－1818（内・胃・呼）

12月15日

（日）

中尾胃腸科医院
神埼町田道ヶ里2284-1
☎52－3295（外・整外・胃・内）

久和会　和田医院
神埼町神埼293
☎52－2021（内・小・胃）

12月22日

（日）

小森医院
吉野ヶ里町豆田1254－2
☎52－1136（小・内）

栗並医院
神埼町枝ヶ里76－1
☎52－2977（内）

12月23日

（祝・月）

たけうち小児科医院
神埼町本堀2707-2
☎52－2524（小）

橋本病院
神埼町本告牟田3005
☎52－2022（外・内・胃・整外）

12月29日

（日）

なかしま整形外科クリニック
神埼町本堀2934－25
☎51－1430（整外）

福嶋内科医院
千代田町境原2496－3
☎44－2141（内・小）

12月30日

（月）

山田こどもクリニック
神埼町田道ヶ里2394 ー 1
☎55－6566（小）

しらいし内科
神埼町城原1256－1
☎52－3848（内・循）

12月31日

（火）

最所医院
吉野ヶ里町吉田826－3
☎52－2452（内・胃・呼）

南医院
千代田町直鳥808－1
☎44－2777（外・胃・整外）

１月１日

（祝・水）

神埼病院
神埼町田道ヶ里2216－１
☎52－3145（外・整外・胃）

１月２日

（木）

橋本病院
神埼町本告牟田3005
☎52－2022（外・内・胃・整外）

１月３日

（金）

神埼病院
神埼町田道ヶ里2216－１
☎52－3145（外・整外・胃）

和田記念病院
神埼町尾崎3780
☎52－5521（内・胃・小）

１月５日

（日）

松本医院
吉野ヶ里町三津751－9
☎52－4185（内・小）

古賀内科
千代田町境原282－2
☎44－2311（内・小・胃）

日曜日の歯科診療
　（神埼地区歯科医師会も輪番制で担当しています）
　＜場所＞　佐賀市保健福祉会館（ほほえみ館内）
　＜診療時間＞　９：３０～１６：００
◎問い合わせ先　　佐賀市休日歯科診療所　☎36－9164

☆すこやか子育て相談室・ことばの
　相談・フッ化物塗布のご予約は千
　代田町保健センターまで。

○と　き　　12月2日（月）・9日（月）・16日（月）
○時　間　　９：30～11：30
○ところ　　応相談　　
　　　　　　※場所の相談や資料の準備等がありますので、
　　　　　　　事前にお電話にてご予約ください。

有
料
広
告

かるがもランド
 ～クリスマス会（マジックショー）～
●と　き　12月４日（水） 10：15 ～ 11：30

●ところ　神埼町保健センター

●主　催　神埼市母子保健推進協議会

　就学前までのお子さんと保護者
が対象です。
　ティータイムもあります♪
　お子様と一緒に楽しい時間を過
ごしませんか。　　
　お友達をお誘い合わせのうえ、ご参加ください。
　※参加費は無料です。

◎問い合わせ先
　神埼町保健センター　☎51－1234
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くらしの相談（行政書士会　東部支部）

司法書士無料相談

アバンセの女性総合相談

行政・人権相談

家庭児童相談・母子自立支援相談

消費生活相談

もの忘れ相談室

いじめ・体罰・悩み等電話相談

いじめ・体罰等相談窓口

と　き ところ

12月
6日（金）

10：00～12：00

神埼市役所 １－１会議室
13日（金） 千代田支所 ２－３会議室

１月 10日（金）
神埼市役所 １－１会議室
千代田支所 ２－３会議室

○内容　遺言、相続、土地の境界、離婚、農地転用など

と　き ところ

12月
10日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室
13日（金）   9：00～12：00 脊振支所 １号会議室
16日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 １－１会議室

１月
10日（金） 9：00～12：00 脊振支所 １号会議室
14日（火） 13：00～16：00 千代田支所 ２－３会議室
20日（月） 13：00～16：00 神埼市役所 １－１会議室

○内容　国や県、市など行政機関の業務に関する苦情・要望
　　　　人権に関わる困りごとや心配ごとなど

◎問い合わせ先　神埼市役所　　市長公室　　　　　☎37－0088
　　　　　　　　千代田支所　　総合窓口課　　　　☎44－2111
　　　　　　　　脊振支所　　　総合窓口課　　　　☎59－2111

○と　き　12月19日（木）  10：00 ～ 12：00
○ところ　神埼市役所　１－１会議室
○定　員　４人（１人30分）　　※要予約
○受　付　12月16日（月）まで
◎問い合わせ先
　神埼市役所　市長公室　☎37－0088

【法律相談】※要予約
女性の弁護士が相談をお受けします。
○と　き　12月７日（土）、19日（木）
　　　　　13：00 ～ 16：00

【こころの相談】※要予約
女性の臨床心理士が相談をお受けします。
○と　き　12月21日（土）　14：00～16：00
◎相談・問い合わせ先　
　アバンセ女性総合相談　☎26－0018

　家庭での子どもに関する悩み事、児童に関する問題、母子
家庭・寡婦の方の自立支援のための相談など、お気軽にご相
談ください。
○と　き　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　　　 9：00 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00
◎ところ・問い合わせ先
　神埼市役所　福祉課　☎37－0110 と　き　 ところ・問い合わせ先

毎週火・金曜日

  9：30～12：00
13：00～15：30

神埼市役所  商工観光課  ☎37－0107

毎週木曜日 吉野ヶ里町（東脊振庁舎）☎37－0350

毎週月・水曜日 みやき町（三根庁舎）☎0942－96－5534

第２・４金曜日 上峰町役場　☎52－2181

毎　　日   9：00～17：00 佐賀県消費生活センター　☎24－0999

※消費生活相談窓口は広域連携をしていますので近隣市町でも相談できます。
※12月29日～１月３日は、お休みです。

　神埼市内にお住まいの方で、もの忘れや認知症について不
安に思っている方・そのご家族など専門の医師が相談に応じ
ます。ただし、すでに専門医を受診されている方、もの忘れ
や認知症で治療されている方は除きます。
○と　き　12月13日（金）15：00 ～ 17：00
○ところ　神埼町保健センター
○受　付　当日の11：00まで　※要予約
○定　員　３人（１人40分程度）
◎予約・問い合わせ先
　神埼市役所　高齢障がい課（おたっしゃ本舗神埼）　
　☎37－0111

　いじめや不登校・しつけなど、学校や家庭生活の中での心
配ごとや悩みごとなど、ひとりで悩まないで気軽にご相談く
ださい。秘密は厳守します。
○と　き　月・木曜日（祝日を除く） 8：30 ～ 17：15
○ところ　千代田支所　２－３会議室
◎相談専用電話　☎44－5622

　教育委員会では、いじめ・体罰等相談窓口を設置してい
ます。
○と　き　月～金（祝日を除く）8：30 ～ 17：15
○ところ　教育委員会　学校教育課
◎問い合わせ先
　神埼市教育委員会　学校教育課　☎44－2384

まずは法テラスへ
　法テラスは、法的トラブルをかかえた方々に、解決への
きっかけとなる情報やサービスを提供しています。
※収入・資産が一定基準以下の方が対象です。
◎問い合わせ先　法テラス佐賀　☎050－3383－5510

身体障害者相談

心配ごと相談（社会福祉協議会）
　何か困っていること、思い悩んでいることなどありませんか？日常生
活や健康面など、さまざまな心配ごとに関する相談を受け付けています。 

と　　き ところ
12月12日（木）

10：00～12：00

脊振町高齢者生活福祉センター

12月19日（木）
神埼町保健センター

千代田町福祉センター

※脊振町・千代田町で開催する心配ごと相談は、司法書士も担当します。 
◎問い合わせ先　神埼市社会福祉協議会本所　☎59－2227

と　　き ところ

12月10日（火）10：00～12：00
千代田町福祉センター

神埼町保健センター

◎問い合わせ先　神埼市役所　高齢障がい課　☎37－0111
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市のうごき（平成25年10月末日現在）
●人　口　32,998人（対前月　ー 11人）

（男／ 15,778人　女／ 17,230）
●世帯数　11,416世帯（対前月　ー１世帯）　
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秋の風情を堪能　九年庵秋の一般公開
　国の名勝「九年庵」の秋の一般公開が、11月15日から23日
までの９日間行われました。
　期間中は、全国各地から多くの団体客や家族連れなどが訪
れ、モミジの紅葉と庭園に広がる苔の緑が作り出す風情あふ
れる眺めや、趣ある邸宅の雰囲気を満喫していました。

　晩秋から初冬にかけての季節。無風で晴
れ渡った朝、クリークや河川が縦横に走る
神埼市の平野部では、霧が立ち込めること
がよくあります。放射冷却現象で冷えた空
気と温かい水から上る水蒸気によって発生
するものですが、写真は日の隈山から見た
夜明けの神埼市内です。朝霧がたなびき、
切れ間からＪＲ神埼駅や家々の明かりが見
えて、幻想的な光景です。朝霧が出る日は
好天に恵まれることが多いとされています
が、この日も小春日和の穏やかな一日にな
りました。

「朝　霧」

ふるさとふるさと カメラ点描カメラ点描 九年庵オリジナルフレーム切手贈呈式

艶やかな菊の競演　菊花展開催

　11月11日、日本郵便
（株）九州支社井手上
幸広佐賀県本部長か
ら神埼市長へ、オリ
ジナルフレーム切手
の贈呈がありました。
　オリジナルフレー

ム切手は、国の名勝に指定されている「九年庵」を題材にし
たもので、種類は、80円切手シートと50円切手シートの２種類。
80円切手シートは1,200円、50円切手シートは900円、どちらも
1,000シートの地域限定で、簡易郵便局を除く、県内の各郵便
局で販売されています。９日間の九年庵の一般公開期間中は、
九年庵近くの臨時郵便局でも販売されました。

　11月２日から４日間、神埼市役所車
庫で神埼市老連神埼支部主催の菊花展
が開催されました。愛好家の皆さんが
丹精込めて育てた菊が飾られ、白や黄
色の大輪の花が来場者の目を楽しませ
ました。

　最終日の５日には表彰
式が行われ、受賞者に賞
状と記念品が贈られました。
○市長賞　金山 擴さん
○議長賞　野田 貞行さん
○教育長賞　松浦 宏さん
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